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三
十
年
以
上
な
じ
ん
だ
三
日
間
開

催
を
二
日
間
開
催
に
改
め
た
「
大
刀

剣
市
２
０
２
３
」、
無
事
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
参
加
者
の
安
全
へ
の
管
理
意
識

の
高
さ
と
、
ワ
ン
チ
ー
ム
精
神
の
賜

物
と
考
え
る
次
第
で
す
。 

　
初
日
の
開
場
時
間
直
後
に
来
客
が

集
ま
り
、
行
列
が
最
寄
り
の
信
号
に

ま
で
達
し
た
と
い
う
話
、
そ
の
行
列

後
尾
か
ら
入
場
ま
で
四
十
分
を
要
し

た
と
い
う
話
…
。
大
切
な
お
客
さ
ん

を
待
た
せ
た
一
部
の
店
か
ら
問
題
視

す
る
言
葉
も
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く

の
参
加
者
は
う
れ
し
い
悲
鳴
と
受
け

止
め
て
い
ま
す
。

　
来
場
者
数
は
初
日
が
一
二
〇
一

名
、
二
日
目
が
七
八
七
名
と
、
二
日

間
の
合
計
は
二
二
年
度
（
三
日
間
）

か
ら
九
九
名
減
じ
て
い
ま
す
。
一

方
、
広
告
費
は
前
年
度
よ
り
一
五
％

を
削
減
し
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
関

連
性
は
現
在
、
実
行
委
員
会
に
は
断

言
し
に
く
い
も
の
が
あ
り
、
今
後
も

精
査
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
実
質
経

費
の
削
減
幅
は
努
力
と
ア
イ
デ
ア
に

比
し
て
、
参
加
者
の
多
く
に
感
じ

取
っ
て
い
た
だ
け
て
い
な
い
印
象
が

あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
私
た
ち
の
商
う
刀
剣
類
も

世
間
の
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
に
乗
じ
て

価
格
を
上
げ
て
よ
い
も
の
か
、
こ
こ

は
若
干
疑
問
が
残
る
の
で
す
。

　
大
刀
剣
市
は
落
と
せ
る
肉
を
ま
だ

落
と
す
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
実
行
委
員
会
も
反
省
を
重
ね
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た「
あ
け
み
ち
ゃ
ん
基
金
」

と
い
う
産
経
新
聞
、
日
刊
工
業

新
聞
と
手
を
取
り
合
い
つ
な
げ

て
き
た
小
さ
な
灯
火
が
あ
り
ま

す
。
若
年
層
の
心
臓
疾
患
の
手

術
、
臨
床
の
場
で
高
価
ゆ
え
不

足
し
て
い
る
人
工
心
肺
装
置
な

ど
の
不
足
を
少
し
で
も
補
え
る

よ
う
、
こ
の
灯
火
を
次
世
代
の

刀
剣
商
に
リ
レ
ー
し
て
い
き
た

い
と
実
行
委
員
会
は
考
え
て
い

ま
す
。

（「
大
刀
剣
市
」
実
行
委
員
長
　

綱
取
譲
一
）

　
刀
剣
組
合
の
事
業
の
一
つ
で
あ
る
大

刀
剣
市
が
35
回
目
の
開
催
を
盛
況
の
う

ち
に
終
え
ま
し
た
。
35
回
の
開
催
を
経

る
間
、
取
り
巻
く
社
会
の
環
境
に
も
大

き
な
変
化
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
本
事
業
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

改
善
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
組
合
の
対
外
的
な
事
業
で

す
の
で
、
そ
れ
ら
は
社
会
的
な
信
用
に

も
つ
な
が
り
、
組
合
の
価
値
を
向
上
さ

せ
る
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
も
た
ら
し

ま
す
。

　
一
方
、共
同
販
売
事
業
で
あ
る
以
上
、

事
業
全
体
の
統
合
を
図
る
た
め
に
出
店

者
に
も
一
定
の
制
約
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
商
品
を
紹
介
す
る
カ
タ
ロ
グ
な
ど

に
も
統
一
性
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
掲
載
品
は
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術

刀
剣
保
存
協
会
の
発
行
す
る
「
保
存
」

以
上
の
鑑
定
書
が
付
随
す
る
も
の
と
し

て
い
る
の
も
、
そ
の
一
つ
で
す
。
カ
タ

ロ
グ
は
愛
刀
家
の
元
で
保
存
さ
れ
、
刀

剣
の
資
料
的
役
割
も
果
た
し
ま
す
。

従
っ
て
、
そ
の
出
来
栄
え
も
事
業
成
功

の
重
要
な
カ
ギ
と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
で
は
ウ
ェ
ブ
カ
タ
ロ
グ

を
同
時
に
制
作
し
、
誰
で
も
い
つ
で
も

商
品
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
組
合
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
カ
タ
ロ
グ
制
作
作
業
に
当

た
る
大
刀
剣
市
実
行
委
員
の
役
割
が
重

要
で
あ
る
こ
と
は
、論
を
待
ち
ま
せ
ん
。

実
行
委
員
の
各
々
は
そ
の
自
覚
を
持
っ

て
、
多
大
な
犠
牲
を
払
っ
て
毎
年
、
編

集
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
一
部

の
実
行
委
員
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る

現
状
は
決
し
て
是
認
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
そ
の
軽
減
を

図
る
べ
く
、
一
昨
年
よ
り
複
数
業
者
の

入
札
を
経
て
、
外
部
に
カ
タ
ロ
グ
制
作

の
発
注
を
試
み
ま
し
た
。

　
外
注
の
依
頼
は
、
制
作
会
社
が
出
店

者
と
個
別
に
対
応
を
取
る
必
要
が
あ
り

ま
す
の
で
、
カ
タ
ロ
グ
制
作
の
流
れ
を

熟
知
し
て
い
る
点
も
考
慮
し
て
決
定
し

ま
し
た
。

　
印
刷
に
入
る
ま
で
に
は
、
出
店
者
と

メ
ー
ル
や
電
話
で
の
確
認
・
承
認
の
作

業
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
今
回
も

情
報
の
正
確
を
期
し
た
た
め
、
予
定
の

仕
上
が
り
日
よ
り
も
遅
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
数
名
の
実
行
委
員
が
制
作

過
程
で
数
回
の
確
認
作
業
を
行
う
必
要

は
あ
り
ま
す
が
、
以
前
と
比
べ
る
と
委

員
の
負
担
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
実
行
委
員
の
年
代
も
上
が
り
、
本
事

業
を
今
後
も
継
続
さ
せ
て
い
く
に
は
、

委
員
の
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
不
可
避
で
す
。
そ
の
よ
う
な
観
点

か
ら
も
、
今
後
も
出
店
者
と
実
行
委
員

会
、
制
作
会
社
三
者
に
よ
る
密
な
共
同

作
業
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
出
展
者

の
皆
さ
ま
に
は
、
今
後
と
も
積
極
的
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 （
嶋
田
伸
夫
）
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こ
の
度
の
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
、
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
方
々
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆

さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
当
組
合
で
は
、
能
登
地
方
で
被
災
さ
れ
た
刀
剣
関

係
の
職
方
さ
ん
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
件
に

関
し
て
、
現
況
等
の
詳
し
い
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
、

ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

11月25日に開催された公益財団法人日本美術刀剣保
存協会の設立75周年・たたら操業45周年記念 第３回
全国大会祝賀式典に同協会名誉会員の彬子女王殿下が
臨席し、祝辞を述べられた。 （3ページに詳報）
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冊
子
カ
タ
ロ
グ
と
ウ
ェ
ブ
の
制
作
に
当
た
っ
て会場の東京美術倶楽部 （一連の撮影／トム岸田）
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組
合
員
の
皆
さ
ま
へ
の
お
知
ら
せ
が

遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
三
月
末
を

も
っ
て
組
合
事
務
局
に
二
十
四
年
勤
続

さ
れ
た
有
山
智
和
子
さ
ん
、
同
十
年
勤

続
の
濵
﨑
道
代
さ
ん
が
退
職
さ
れ
ま
し

た
。

　
両
人
の
絶
妙
な
コ
ン
ビ
で
新
大
久
保

の
組
合
事
務
所
（
別
名
〝
難
攻
不
落
の

有
山
城
”）
が
死
守
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
高
齢
化
に
よ
り
遂
に
明
け
渡
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
後
任
事
務
局
員
は
一
般
公
募
も
し
ま

し
た
が
、組
合
と
い
う
事
情
を
考
慮
し
、

適
任
者
を
求
め
て
各
方
面
へ
の
声
か
け

活
動
の
結
果
、
わ
れ
わ
れ
刀
剣
組
合
が

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
東
京
美
術
倶
楽

部
に
三
十
五
年
勤
務
さ
れ
た
廣
岡
清
子

さ
ん
、
大
刀
剣
市
を
長
年
に
わ
た
っ
て

お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
秋
田
由
美
子
さ

ん
の
二
名
が
来
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
業
務
引
き
継
ぎ
の
た
め
、
四
名
態
勢

が
一
カ
月
以
上
続
き
ま
し
た
が
、
新
任

の
二
人
は
既
に
美
術
業
界
に
身
を
置
い

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
慣
習
や
専
門
用

語
に
も
か
な
り
精
通
し
て
い
た
の
で
、

申
し
送
り
も
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
運

び
、
即
戦
力
と
し
て
組
合
業
務
を
遂
行

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
前
任
者
は
二
名
と
も
湘
南
か
ら
の
遠

距
離
通
勤
で
し
た
が
、
秋
田
さ
ん
・
廣

岡
さ
ん
と
も
都
区
内
居
住
な
の
で
通
勤

疲
労
も
少
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
両
名
と
も
既
に
組
合
主
要
行
事
で
あ

る
総
会
・
特
別
交
換
会
・
大
刀
剣
市
の

業
務
を
体
験
さ
れ
、
各
方
面
か
ら
の
電

話
対
応
に
も
慣
れ
て
き
た
よ
う
で
す

　
か
つ
て
は
新
大
久
保
の
組
合
事
務
所

で
交
換
会
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

組
合
員
と
事
務
局
員
が
頻
繁
に
顔
を
合

わ
せ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
電
話
で

の
対
応
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
そ
れ
で
も
諸
行
事
の
折
に
は
顔
を
出

し
ま
す
の
で
、
近
況
を
聞
く
な
ど
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。
怖
い
声
の
人
が
こ

ん
な
優
し
い
人
な
ん
だ
と
、
あ
ら
た
め

て
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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小
暮  

曻
一

店
主

日
本
刀
の

名
品
・
名
刀
を
販
売

事務局の秋田さん（左）と廣岡さん

　
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存

協
会
（
酒
井
忠
久
会
長
、
以
下
「
刀
剣

協
会
」）
は
去
る
十
一
月
二
十
五
・
二

十
六
の
両
日
、「
協
会
設
立
七
十
五
周

年･

た
た
ら
操
業
四
十
五
周
年
記
念 

第
三
回
全
国
大
会
」
を
開
催
し
た
が
、

二
十
五
日
に
は
第
一
ホ
テ
ル
両
国
に
お

い
て
祝
賀
式
典
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　
来
賓
と
し
て
、
佐
藤
進
（
公
益
財
団

法
人
高
松
宮
妃
癌
研
究
基
金
参
与
）、

逢
沢
一
郎
（
刀
剣･

和
鉄
文
化
を
保
存

振
興
す
る
議
員
連
盟
幹
事
長
、
衆
議
院

議
員
、
代
理
出
席
）、
山
田
宏
（
同
事

務
局
長
、参
議
院
議
員
）、髙
橋
弘
幸（
神

宮
司
庁
造
営
局
装
束
部
課
長
）、
楠
林

豪
（
靖
國
神
社
遊
就
館
部
史
料
課
長
）、

福
田
は
る
み
（
墨
田
区
議
会
議
長
）、

加
藤
裕
之
（
墨
田
区
教
育
委
員
会
教
育

長
）、
山
本
英
治
（
本
所
警
察
署
長
）、

澁
谷
哲
一
（
す
み
だ
北
斎
美
術
館
館

長
）、
糸
原
保
（
奥
出
雲
町
長
）、
毛
利

元
栄
（
株
式
会
社
プ
ロ
テ
リ
ア
ル
執
行

役
員
特
殊
鋼
事
業
課
長
）
の
各
氏
ら
が

臨
席
、
当
組
合
か
ら
深
海
信
彦
理
事
長

が
列
席
し
た
。

　
柴
原
勤
専
務
理
事
の
開
式
の
辞
に
続

き
、
酒
井
会
長
か
ら
挨
拶
の
言
葉
が
あ

り
、
先
人
た
ち
の
築
い
て
き
た
伝
統
を

守
り
、
刀
剣
協
会
は
今
後
と
も
刀
剣
文

化
の
拠
点
と
し
て
刀
剣
類
の
保
存
と
斯

界
の
振
興
に
尽
力
し
て
い
く
決
意
が
述

べ
ら
れ
た
。

　
続
い
て
、
彬
子
女
王
殿
下
よ
り
お
言

葉
が
あ
っ
た
。
戦
後
の
混
乱
の
中
で
日

本
刀
を
守
っ
た
関
係
者
の
努
力

と
、
た
た
ら
再
興
を
た
た
え
、一

度
断
ち
切
ら
れ
た
伝
統
を
再
現

す
る
こ
と
の
困
難
さ
を
強
く
訴

え
ら
れ
た
こ
と
に
、
出
席
者
は

あ
ら
た
め
て
感
銘
を
受
け
た
。

　
次
に
祝
辞
が
あ
り
、
た
た
ら

操
業
を
支
援
す
る
株
式
会
社
プ

ロ
テ
リ
ア
ル
執
行
役
員
の
毛
利

氏
と
、
刀
剣･

和
鉄
文
化
を
保

存
振
興
す
る
議
員
連
盟
事
務
局

長
の
山
田
議
員
が
登
壇
し
、
そ

れ
ぞ
れ
刀
剣
協
会
の
活
動
を
支

持
し
、
活
躍
に
期
待
す
る
旨
が

述
べ
ら
れ
た
。

　
式
典
は
祝
電
の
披
露
、
協
力

団
体
の
功
労
者
と
永
年
勤
続
職

員
の
表
彰
と
続
き
、
次
に
一
本

入
札
鑑
定
の
結
果
と
成
績
優
秀

者
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　
全
国
大
会
の
恒
例
の
入
札
鑑
定
は
難

問
で
知
ら
れ
、
全
国
の
目
利
き
自
慢
が

競
う
場
で
あ
る
が
、喜
ぶ
べ
き
こ
と
に
、

当
組
合
か
ら
地
位
に
冥
賀
亮
典
さ
ん
、

人
位
に
飯
田
慶
雄
さ
ん
が
上
位
入
賞
を

果
た
し
た
。

　
志
塚
徳
行
常
務
理
事
の
閉
式
の
辞
で

祝
賀
式
典
は
滞
り
な
く
幕
を
閉
じ
、
祝

賀
懇
親
会
に
引
き
続
い
た
。

　
刀
剣
協
会
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
敗

戦
か
ら
二
年
半
後
の
昭
和
二
十
三
年
二

月
で
あ
る
。
細
川
護
立
氏
が
会
長
に
就

任
し
、
常
務
理
事
と
し
て
運
営
を
担
っ

た
の
が
本
間
順
治
・
佐
藤
貫
一
の
両
氏

で
あ
っ
た
。
そ
の
四
月
に
刀
剣
の
譲
渡

や
交
換
が
可
能
と
な
る
の
を
受
け
て
、

九
月
に
は
早
く
も
貴
重
刀
剣
の
審
査
が

開
始
さ
れ
る
。

　
刀
匠
ら
の
強
い
要
望
も
あ
っ
て
、
玉

鋼
の
払
底
す
る
状
況
を
打
開
す
べ
く
五

十
二
年
十
一
月
、「
日
刀
保
た
た
ら
」

は
操
業
を
開
始
す
る
が
、
そ
れ
を
決
断

し
た
の
も
本
間
会
長
・
佐
藤
専
務
理
事

（
当
時
）
ら
で
あ
っ
た
。

　
今
や
両
人
を
知
る
者
も
少
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
あ
ら
た
め
て
往
時
を

思
い
起
こ
さ
せ
る
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。

（
公
財
）日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
で

周
年
記
念
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
る

左は地位の冥賀亮典さん、右は人位の飯田慶雄さん。
中央は天位の池永順一さん

挨拶の言葉を述べる酒井会長

　
年
の
瀬
が
迫
る
十
二
月
十
七
日
、
東

京
美
術
倶
楽
部
で
本
年
度
三
回
目
の
組

合
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
基
本

的
に
は
年
二
回
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
今
期
は
多
く
の
買
い
取
り
商
品
が

入
荷
し
ま
し
た
の
で
、
三
回
目
の
交
換

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
六
三
名
で
、
午
前
十
時
に

深
海
理
事
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
土
肥

副
理
事
長
の
発
句
、
飯
田
理
事
の
競
り

で
開
会
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
参
加
者
の
組
合
員
が
成
り
行

き
品
を
出
品
、
次
に
本
番
品
が
競
り
に

か
け
ら
れ
、
最
後
に
組
合
買
い
取
り
商

品
が
、
競
り
に
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
総
出
来
高
は
三
〇
八
五
万
八
千
円
で

し
た
。

　
今
回
の
出
品
商
品
は
前
回
七
月
十
七

日
の
臨
時
交
換
会
の
後
、
自
治
体
や
公

益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会

の
紹
介
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
査

定
買
い
取
り
等
で
入
荷
し
た
も
の
が
主

で
す
。
査
定
買
い
取
り
依
頼
は
、
基
本

的
に
は
組
合
事
務
所
に
持
参
し
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
地
方
の
場
合
は
事
前
に

連
絡
の
上
、
送
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
や
む
を
得
な
い

場
合
、
出
張
訪
問
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
持
ち
回
り
で
複
数
の
理
事
が
チ
ー

ム
で
担
当
し
ま
す
。

　
次
回
の
交
換
会
は
五
月
十
七
日
を
予

定
し
て
い
ま
す
。 

（
清
水
儀
孝
）

恒
例
の
組
合
交
換
会
開
く

組合こよみ（令和5年10 ～ 12月）
10月３日　刀剣評価査定のため服部副理事長と清水専

務理事が都内に出張
６日　事務所において大刀剣市カタログの色校正。出

席者、嶋田常務理事・綱取常務理事・土子民夫氏
13日　事務所において大刀剣市カタログの最終校正。

出席者、嶋田常務理事・冥賀監事・土子氏
18日　東京美術倶楽部において理事懇談会を開催
27日　刀剣評価鑑定のため飯田理事と冥賀監事が日本

美術刀剣保存協会を訪問
30日　刀剣評価査定のため清水専務理事が来所
11月７日　牛込簞笥区民ホールにおいて古物商等法令

講習会が開催され、秋田由美子事務局員が参加
10日　刀剣評価査定のため伊波副理事長と大平理事が

来所
18・19日　東京美術倶楽部において第34回大刀剣市を

開催
25日　第一ホテル両国において日本美術刀剣保存協会

設立75周年・たたら操業45周年記念第３回全国大会
祝賀式典が開催され、深海理事長・伊波副理事長・
服部副理事長・嶋田常務理事・綱取常務理事・飯田
理事・大平理事・生野理事・瀬下理事・松本理事・
冥賀理事・大西監事・冥賀監事・土子氏が参加

12月５日　刀剣評価査定のため服部副理事長と清水専
務理事が神奈川県に出張

５日　刀剣評価査定のため嶋田常務理事が来所
８日　刀剣評価鑑定のため深海理事長・清水専務理事・

嶋田常務理事が日本美術刀剣保存協会を訪問
８日　常務会を開催。出席者、深海理事長・伊波副理

事長・土肥副理事長・嶋田常務理事・綱取常務理事・
生野理事・土子氏

12日　東京美術倶楽部において第５回理事会を開催。
出席者、深海理事長・伊波副理事長・土肥副理事長・
服部副理事長・嶋田常務理事・綱取常務理事・赤荻
理事・飯田理事・生野理事・瀬下理事・松本理事・冥
賀理事・大西監事・冥賀監事・飯田相談役・土子氏

17日　東京美術倶楽部において交換会を開催。参加63
名、出来高30,858,000円
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矢
澤
商
会
の
矢
澤
と
申
し
ま
す
。

　
こ
の
度
は
全
国
の
有
名
店
が
集
ま
る

年
に
一
度
の
大
イ
ベ
ン
ト
、
大
刀
剣
市

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
出
店
に
つ
い
て
お
取
り
次
ぎ
し
て
く

だ
さ
っ
た
清
水
専
務
理
事
、
ご
承
認
い

た
だ
き
ま
し
た
理
事
長
は
じ
め
、
各
理

事
の
皆
さ
ま
、
運
営
し
て
く
だ
さ
っ
た

実
行
委
員
会
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
、
個

別
に
親
身
に
な
り
相
談
に
乗
っ
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
、
大
刀
剣
市
に
は
、
日
本
刀
を

３
Ｄ
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
し
て
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
鑑
賞
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
（
名
称

は360

°
デ
ジ
タ
ル
刀
）
を
作
り
ま
し

て
、
そ
の
告
知
を
し
よ
う
と
思
い
初
出

店
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
日
本
刀
を
デ
ジ
タ
ル
上
で
「
鑑
賞
す

る
サ
ー
ビ
ス
」
は
あ
る
も
の
の
、「
制

作
サ
ー
ビ
ス
」
自
体
を
や
っ
て
い
る
と

こ
ろ
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
た
め
、
出

店
前
日
ま
で
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
自

信
満
々
で
、
取
材
の
心
配
や
大
注
目
を

浴
び
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う

勝
手
な
予
想
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
正
直
に
、
今
振
り
返
っ
て
み
た
感
想

は
、
現
実
よ
り
も
私
の
妄
想
の
方
が
大

き
か
っ
た
で
す
。

　
お
客
さ
ま
を
観
察
し
て
い
る
と
、
店

名
の
プ
レ
ー
ト
を
見
て
歩
い
て
い
る
方

が
多
い
と
感
じ
ま
し
た
。知
ら
な
い
店
、

お
探
し
の
店
で
な
い
と
判
断
し
た
場

合
、
別
の
ブ
ー
ス
の
プ
レ
ー
ト
へ
目
線

が
向
か
う
。
ま
た
は
、
空
き
ス
ペ
ー
ス

に
刀
や
刀
装
具
も
並
べ
た
の
で
す
が
、

そ
ち
ら
の
商
品
に
目
線
が
行
き
、
見
て

も
ら
い
た
い
商
品
で
あ
る360

°
デ
ジ

タ
ル
刀
が
映
し
出
さ
れ
た
モ
ニ
タ
ー
は

あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
見
ら
れ
た
と
し

て
も
、
た
だ
の
動
画
だ
と
思
わ
れ
て
い

る
の
か
、
置
い
て
あ
る
マ
ウ
ス
で
操
作

し
、
モ
ニ
タ
ー
の
刀
が
自
由
に
操
作
で

き
る
こ
と
を
認
識
、
そ
の
時
点
で
や
っ

と
驚
か
れ
る
と
い
う
流
れ
で
し
た
。

　
今
と
な
り
考
え
て
み
れ
ば
、
私
自
身

も
過
去
に
客
と
し
て
、
何
度
か
こ
の
大

刀
剣
市
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

て
、
同
じ
よ
う
に
目
的
で
あ
る
店
や
物

を
探
し
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
ま
さ
に
後
の
祭
り
状
態
で
す
。

　
作
る
だ
け
で
精
い
っ
ぱ
い
、
見
せ
る

工
夫
、
告
知
す
る
工
夫
ま
で
力
を
入
れ

ら
れ
な
い
、
そ
ん
な
自
分
の
限
界
が
発

覚
し
、
当
日
作
戦
変
更
を
二
回
ほ
ど
し

た
エ
ン
ジ
ン
フ
ル
回
転
の
二
日
間
と
な

り
ま
し
た
。

　
多
く
の
来
場
者
が
い
る
中
、
少
な
か

ら
ず
気
づ
い
て
く
れ
た
方
は
驚
き
の
表

情
、
価
値
を
示
す
に
も
努
力
が
必
要
だ

と
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

　
幸
い
な
こ
と
に
、
会
場
の
費
用
は
な

ん
と
か
補
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
開
発
に
関
し
て
言
う
と
、
費
用
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
時
間
も
一
年
ほ
ど
か
か

り
ま
し
て
、
今
の
時
点
で
の
売
上
で
は

大
赤
字
で
は
あ
り
ま
す
が
、
告
知
は
少

な
か
ら
ず
で
き
ま
し
た
し
、
何
よ
り

ネ
ッ
ト
で
は
出
会
わ
な
い
で
あ
ろ
う
ご

高
齢
の
方
と
も
出
会
う
こ
と
が
で
き
、

刀
剣
販
売
に
お
け
る
お
客
さ
ま
に
な
っ

て
く
れ
た
こ
と
が
大
き
な
副
産
物
で
し

た
。

　
ま
た
、過
去
に
ネ
ッ
ト
販
売
す
る
も
、

直
接
お
会
い
し
た
こ
と
は
な
い
お
客
さ

ま
た
ち
が
ブ
ー
ス
ま
で
ご
挨
拶
に
来
て

く
だ
さ
り
、
ネ
ッ
ト
で
は
味
わ
え
な
い

幸
せ
な
体
験
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
来
場
者
の
割
合
で
言
え
ば
非
常
に

少
な
い
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
３
Ｄ
刀

は
外
国
人
と
若
い
方
が
興
味
を
持
っ
て

く
れ
た
よ
う
で
、励
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
業
者
さ
ま
に
も
「
良
い
意
味
で
衝
撃

が
走
っ
た
」
と
褒
め
て
い
た
だ
き
、
そ

れ
も
励
み
に
な
る
も
、
今
回
苦
労
し
た

せ
い
か
、
思
わ
ず
涙
腺
が
崩
壊
し
そ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
新
規
事
業
は
難
し
い
も
の
で
す
が
、

五
年
か
ら
十
年
の
長
期
目
標
で
ゆ
っ
く

り
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
な
る
刀
剣
界
発
展
に
協
力
が
で

き
る
よ
う
、
若
輩
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
精
い
っ
ぱ
い
努
め
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
こ
の
度
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

出
店
者
か
ら
①

初
出
店
に
臨
ん
で

矢
澤 

隼（
矢
澤
商
会
）矢澤 隼さん
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こ
の
度
は
大
刀
剣
市
に
出
店
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
今
年
か
ら
二
日
間
と
の
こ
と
で
し
た

が
、
十
時
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
数
多
く
の

お
客
さ
ま
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い
て
外
国
人
の
お

客
さ
ま
も
数
多
く
来
場
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
、
イ
ン
ド
人
の
お
客

さ
ま
に
は
驚
き
ま
し
た
！

　
今
ま
で
は
数
店
舗
で
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら

大
刀
剣
市
に
出
店
し
て
多
く
の
来
場
者

さ
ま
と
交
流
で
き
た
こ
と
が
非
常
に
良

い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
沖
縄
県
を
メ
イ
ン
に
刀
の
販
売

を
し
て
お
り
ま
す
。
那
覇
市
に
あ
る
刀

剣
店
と
、
沖
縄
県
に
い
る
刀
工
さ
ん
と

で
、
沖
縄
で
愛
刀
家
を
増
や
す
活
動
を

し
て
お
り
ま
す
。

　
大
刀
剣
市
に
初
出
店
し
て【
三
刀
流
】

が
多
く
の
お
客
さ
ま
に
宣
伝
で
き
た
の

が
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

　
初
出
店
で
大
成
功
と
ま
で
は
い
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
得
る
も
の
が
多
い
経

験
と
な
り
ま
し
た
。

　
改
善
で
き
る
点
を
振
り
返
り
、
次
回

も
出
店
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

出
店
者
か
ら
②

大
刀
剣
市
に
出
店
し
て

山
田
基
洋（
三
刀
流
）山田基洋さん

　〈
栄
典
〉

■
木
原
村
下
に
読
売
あ
を
に
よ
し
賞

　
文
化
遺
産
の
保
存
・
継
承
の
功
績
を

た
た
え
る
「
第
十
七
回
読
売
あ
を
に
よ

し
賞
」
の
受
賞
者
が
決
ま
っ
た
。
今
回

か
ら
二
つ
の
部
門
で
本
賞
を
選
定
し
、

応
募
件
数
は
五
十
一
件
。「
保
存
・
修
復
」

部
門
は
、
日
本
刀
の
製
作
に
欠
か
せ
な

い
「
た
た
ら
製
鉄
」
の
技
術
を
守
る
木

原
明
さ
ん
（
87
）
が
選
ば
れ
た
。

　
木
原
さ
ん
は
、
選
定
保
存
技
術
保
持

者
・
日
刀
保
た
た
ら
村
下
と
し
て
、
長

く
玉
鋼
の
生
産
に
携
わ
っ
て
き
た
。

　
な
お
、「
継
承
・
発
展
」
部
門
は
、

約
三
百
年
の
歴
史
が
あ
る
神
楽
を
受
け

継
ぐ
古
河
神
楽
保
存
会（
高
橋
博
会
長
、

茨
城
県
古
河
市
）
が
受
賞
し
た
。

■
臼
木
良
彦
さ
ん
、東
京
マ
イ
ス
タ
ー
に

　
令
和
五
年
度
の
東
京
都
優
秀
技
能
者

（
東
京
マ
イ
ス
タ
ー
）
知
事
賞
が
、
研

師
で
当
組
合
賛
助
会
員
の
臼
木
良
彦
さ

ん
に
贈
呈
さ
れ
た
。

　
臼
木
さ
ん
は
公
益
財
団
法
人
日
本
美

術
刀
剣
保
存
協
会
認
定
無
鑑
査
。
江
東

区
登
録
無
形
文
化
財
保
持
者
。

　
同
賞
は
、
都
内
に
勤
務
す
る
技
能
者

の
う
ち
、
き
わ
め
て
優
れ
た
技
能
を
持

ち
、
他
の
技
能
者
の
模
範
と
認
め
ら
れ

る
方
々
に
贈
ら
れ
る
。
中
小
企
業
に
お

け
る
技
能
者
の
育
成
等
を
図
る
と
と
も

に
、
広
く
社
会
一
般
に
技
能
尊
重
の
気

風
を
浸
透
さ
せ
、
技
能
者
の
社
会
的
地

位
お
よ
び
技
能
水
準
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
毎
年
度
表
彰
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　
昭
和
五
十
八
年
度
の
制
度
発
足
か

ら
、
令
和
四
年
度
に
至
る
ま
で
の
受
賞

者
は
一
七
七
六
名
。
平
成
二
十
一
年
度

に
は
、
研
師
の
阿
部
一
紀
さ
ん
も
同
賞

を
受
賞
し
て
い
る
。

　〈
訃
報
〉

■
飯
塚
賢
路
さ
ん

　
当
組
合
員
の
飯
塚
賢
路
さ
ん
に
お
か

れ
て
は
、
去
る
十
月
十
六
日
に
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
八
十
七
歳
。
埼
玉
県
さ
い

た
ま
市
見
沼
区
で
「
刀
剣･

古
美
術
飯

塚
」
を
営
ま
れ
、
業
歴
五
十
二
年
で
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

■
大
西
孝
男
さ
ん

　
当
組
合
員
の
大
西
孝
男
さ
ん
に
お
か

れ
て
は
、
去
る
十
一
月
二
十
三
日
に
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
八
十
三
歳
。
埼
玉
県

さ
い
た
ま
市
緑
区
で「
大
西
美
術
刀
剣
」

を
営
ま
れ
、
業
歴
五
十
年
で
し
た
。
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
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組
合
員
の
皆
さ
ま
へ
の
お
知
ら
せ
が

遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
三
月
末
を

も
っ
て
組
合
事
務
局
に
二
十
四
年
勤
続

さ
れ
た
有
山
智
和
子
さ
ん
、
同
十
年
勤

続
の
濵
﨑
道
代
さ
ん
が
退
職
さ
れ
ま
し

た
。

　
両
人
の
絶
妙
な
コ
ン
ビ
で
新
大
久
保

の
組
合
事
務
所
（
別
名
〝
難
攻
不
落
の

有
山
城
”）
が
死
守
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
高
齢
化
に
よ
り
遂
に
明
け
渡
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
後
任
事
務
局
員
は
一
般
公
募
も
し
ま

し
た
が
、組
合
と
い
う
事
情
を
考
慮
し
、

適
任
者
を
求
め
て
各
方
面
へ
の
声
か
け

活
動
の
結
果
、
わ
れ
わ
れ
刀
剣
組
合
が

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
東
京
美
術
倶
楽

部
に
三
十
五
年
勤
務
さ
れ
た
廣
岡
清
子

さ
ん
、
大
刀
剣
市
を
長
年
に
わ
た
っ
て

お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
秋
田
由
美
子
さ

ん
の
二
名
が
来
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
業
務
引
き
継
ぎ
の
た
め
、
四
名
態
勢

が
一
カ
月
以
上
続
き
ま
し
た
が
、
新
任

の
二
人
は
既
に
美
術
業
界
に
身
を
置
い

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
慣
習
や
専
門
用

語
に
も
か
な
り
精
通
し
て
い
た
の
で
、

申
し
送
り
も
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
運

び
、
即
戦
力
と
し
て
組
合
業
務
を
遂
行

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
前
任
者
は
二
名
と
も
湘
南
か
ら
の
遠

距
離
通
勤
で
し
た
が
、
秋
田
さ
ん
・
廣

岡
さ
ん
と
も
都
区
内
居
住
な
の
で
通
勤

疲
労
も
少
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
両
名
と
も
既
に
組
合
主
要
行
事
で
あ

る
総
会
・
特
別
交
換
会
・
大
刀
剣
市
の

業
務
を
体
験
さ
れ
、
各
方
面
か
ら
の
電

話
対
応
に
も
慣
れ
て
き
た
よ
う
で
す

　
か
つ
て
は
新
大
久
保
の
組
合
事
務
所

で
交
換
会
が
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

組
合
員
と
事
務
局
員
が
頻
繁
に
顔
を
合

わ
せ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
電
話
で

の
対
応
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　
そ
れ
で
も
諸
行
事
の
折
に
は
顔
を
出

し
ま
す
の
で
、
近
況
を
聞
く
な
ど
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。
怖
い
声
の
人
が
こ

ん
な
優
し
い
人
な
ん
だ
と
、
あ
ら
た
め

て
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 

（
服
部
暁
治
）
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小
暮  

曻
一

店
主

日
本
刀
の

名
品
・
名
刀
を
販
売

事務局の秋田さん（左）と廣岡さん

　
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存

協
会
（
酒
井
忠
久
会
長
、
以
下
「
刀
剣

協
会
」）
は
去
る
十
一
月
二
十
五
・
二

十
六
の
両
日
、「
協
会
設
立
七
十
五
周

年･

た
た
ら
操
業
四
十
五
周
年
記
念 

第
三
回
全
国
大
会
」
を
開
催
し
た
が
、

二
十
五
日
に
は
第
一
ホ
テ
ル
両
国
に
お

い
て
祝
賀
式
典
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　
来
賓
と
し
て
、
佐
藤
進
（
公
益
財
団

法
人
高
松
宮
妃
癌
研
究
基
金
参
与
）、

逢
沢
一
郎
（
刀
剣･

和
鉄
文
化
を
保
存

振
興
す
る
議
員
連
盟
幹
事
長
、
衆
議
院

議
員
、
代
理
出
席
）、
山
田
宏
（
同
事

務
局
長
、参
議
院
議
員
）、髙
橋
弘
幸（
神

宮
司
庁
造
営
局
装
束
部
課
長
）、
楠
林

豪
（
靖
國
神
社
遊
就
館
部
史
料
課
長
）、

福
田
は
る
み
（
墨
田
区
議
会
議
長
）、

加
藤
裕
之
（
墨
田
区
教
育
委
員
会
教
育

長
）、
山
本
英
治
（
本
所
警
察
署
長
）、

澁
谷
哲
一
（
す
み
だ
北
斎
美
術
館
館

長
）、
糸
原
保
（
奥
出
雲
町
長
）、
毛
利

元
栄
（
株
式
会
社
プ
ロ
テ
リ
ア
ル
執
行

役
員
特
殊
鋼
事
業
課
長
）
の
各
氏
ら
が

臨
席
、
当
組
合
か
ら
深
海
信
彦
理
事
長

が
列
席
し
た
。

　
柴
原
勤
専
務
理
事
の
開
式
の
辞
に
続

き
、
酒
井
会
長
か
ら
挨
拶
の
言
葉
が
あ

り
、
先
人
た
ち
の
築
い
て
き
た
伝
統
を

守
り
、
刀
剣
協
会
は
今
後
と
も
刀
剣
文

化
の
拠
点
と
し
て
刀
剣
類
の
保
存
と
斯

界
の
振
興
に
尽
力
し
て
い
く
決
意
が
述

べ
ら
れ
た
。

　
続
い
て
、
彬
子
女
王
殿
下
よ
り
お
言

葉
が
あ
っ
た
。
戦
後
の
混
乱
の
中
で
日

本
刀
を
守
っ
た
関
係
者
の
努
力

と
、
た
た
ら
再
興
を
た
た
え
、一

度
断
ち
切
ら
れ
た
伝
統
を
再
現

す
る
こ
と
の
困
難
さ
を
強
く
訴

え
ら
れ
た
こ
と
に
、
出
席
者
は

あ
ら
た
め
て
感
銘
を
受
け
た
。

　
次
に
祝
辞
が
あ
り
、
た
た
ら

操
業
を
支
援
す
る
株
式
会
社
プ

ロ
テ
リ
ア
ル
執
行
役
員
の
毛
利

氏
と
、
刀
剣･

和
鉄
文
化
を
保

存
振
興
す
る
議
員
連
盟
事
務
局

長
の
山
田
議
員
が
登
壇
し
、
そ

れ
ぞ
れ
刀
剣
協
会
の
活
動
を
支

持
し
、
活
躍
に
期
待
す
る
旨
が

述
べ
ら
れ
た
。

　
式
典
は
祝
電
の
披
露
、
協
力

団
体
の
功
労
者
と
永
年
勤
続
職

員
の
表
彰
と
続
き
、
次
に
一
本

入
札
鑑
定
の
結
果
と
成
績
優
秀

者
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

　
全
国
大
会
の
恒
例
の
入
札
鑑
定
は
難

問
で
知
ら
れ
、
全
国
の
目
利
き
自
慢
が

競
う
場
で
あ
る
が
、喜
ぶ
べ
き
こ
と
に
、

当
組
合
か
ら
地
位
に
冥
賀
亮
典
さ
ん
、

人
位
に
飯
田
慶
雄
さ
ん
が
上
位
入
賞
を

果
た
し
た
。

　
志
塚
徳
行
常
務
理
事
の
閉
式
の
辞
で

祝
賀
式
典
は
滞
り
な
く
幕
を
閉
じ
、
祝

賀
懇
親
会
に
引
き
続
い
た
。

　
刀
剣
協
会
が
設
立
さ
れ
た
の
は
、
敗

戦
か
ら
二
年
半
後
の
昭
和
二
十
三
年
二

月
で
あ
る
。
細
川
護
立
氏
が
会
長
に
就

任
し
、
常
務
理
事
と
し
て
運
営
を
担
っ

た
の
が
本
間
順
治
・
佐
藤
貫
一
の
両
氏

で
あ
っ
た
。
そ
の
四
月
に
刀
剣
の
譲
渡

や
交
換
が
可
能
と
な
る
の
を
受
け
て
、

九
月
に
は
早
く
も
貴
重
刀
剣
の
審
査
が

開
始
さ
れ
る
。

　
刀
匠
ら
の
強
い
要
望
も
あ
っ
て
、
玉

鋼
の
払
底
す
る
状
況
を
打
開
す
べ
く
五

十
二
年
十
一
月
、「
日
刀
保
た
た
ら
」

は
操
業
を
開
始
す
る
が
、
そ
れ
を
決
断

し
た
の
も
本
間
会
長
・
佐
藤
専
務
理
事

（
当
時
）
ら
で
あ
っ
た
。

　
今
や
両
人
を
知
る
者
も
少
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
あ
ら
た
め
て
往
時
を

思
い
起
こ
さ
せ
る
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。

（
公
財
）日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
で

周
年
記
念
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
る

左は地位の冥賀亮典さん、右は人位の飯田慶雄さん。
中央は天位の池永順一さん

挨拶の言葉を述べる酒井会長

　
年
の
瀬
が
迫
る
十
二
月
十
七
日
、
東

京
美
術
倶
楽
部
で
本
年
度
三
回
目
の
組

合
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
基
本

的
に
は
年
二
回
を
予
定
し
て
い
ま
す

が
、
今
期
は
多
く
の
買
い
取
り
商
品
が

入
荷
し
ま
し
た
の
で
、
三
回
目
の
交
換

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
六
三
名
で
、
午
前
十
時
に

深
海
理
事
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
土
肥

副
理
事
長
の
発
句
、
飯
田
理
事
の
競
り

で
開
会
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
参
加
者
の
組
合
員
が
成
り
行

き
品
を
出
品
、
次
に
本
番
品
が
競
り
に

か
け
ら
れ
、
最
後
に
組
合
買
い
取
り
商

品
が
、
競
り
に
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
総
出
来
高
は
三
〇
八
五
万
八
千
円
で

し
た
。

　
今
回
の
出
品
商
品
は
前
回
七
月
十
七

日
の
臨
時
交
換
会
の
後
、
自
治
体
や
公

益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会

の
紹
介
、
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
査

定
買
い
取
り
等
で
入
荷
し
た
も
の
が
主

で
す
。
査
定
買
い
取
り
依
頼
は
、
基
本

的
に
は
組
合
事
務
所
に
持
参
し
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
地
方
の
場
合
は
事
前
に

連
絡
の
上
、
送
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
や
む
を
得
な
い

場
合
、
出
張
訪
問
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
持
ち
回
り
で
複
数
の
理
事
が
チ
ー

ム
で
担
当
し
ま
す
。

　
次
回
の
交
換
会
は
五
月
十
七
日
を
予

定
し
て
い
ま
す
。 

（
清
水
儀
孝
）

恒
例
の
組
合
交
換
会
開
く

組合こよみ（令和5年10 ～ 12月）
10月３日　刀剣評価査定のため服部副理事長と清水専

務理事が都内に出張
６日　事務所において大刀剣市カタログの色校正。出

席者、嶋田常務理事・綱取常務理事・土子民夫氏
13日　事務所において大刀剣市カタログの最終校正。

出席者、嶋田常務理事・冥賀監事・土子氏
18日　東京美術倶楽部において理事懇談会を開催
27日　刀剣評価鑑定のため飯田理事と冥賀監事が日本

美術刀剣保存協会を訪問
30日　刀剣評価査定のため清水専務理事が来所
11月７日　牛込簞笥区民ホールにおいて古物商等法令

講習会が開催され、秋田由美子事務局員が参加
10日　刀剣評価査定のため伊波副理事長と大平理事が

来所
18・19日　東京美術倶楽部において第34回大刀剣市を

開催
25日　第一ホテル両国において日本美術刀剣保存協会

設立75周年・たたら操業45周年記念第３回全国大会
祝賀式典が開催され、深海理事長・伊波副理事長・
服部副理事長・嶋田常務理事・綱取常務理事・飯田
理事・大平理事・生野理事・瀬下理事・松本理事・
冥賀理事・大西監事・冥賀監事・土子氏が参加

12月５日　刀剣評価査定のため服部副理事長と清水専
務理事が神奈川県に出張

５日　刀剣評価査定のため嶋田常務理事が来所
８日　刀剣評価鑑定のため深海理事長・清水専務理事・

嶋田常務理事が日本美術刀剣保存協会を訪問
８日　常務会を開催。出席者、深海理事長・伊波副理

事長・土肥副理事長・嶋田常務理事・綱取常務理事・
生野理事・土子氏

12日　東京美術倶楽部において第５回理事会を開催。
出席者、深海理事長・伊波副理事長・土肥副理事長・
服部副理事長・嶋田常務理事・綱取常務理事・赤荻
理事・飯田理事・生野理事・瀬下理事・松本理事・冥
賀理事・大西監事・冥賀監事・飯田相談役・土子氏

17日　東京美術倶楽部において交換会を開催。参加63
名、出来高30,858,000円
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文
化
財
の
修
理
や
人
材
育
成
な
ど
を

一
元
的
に
担
う
た
め
、
政
府
が
二
〇
三

〇
年
ま
で
を
め
ど
に
京
都
府
で
建
設
を

計
画
し
て
い
る
国
立
の
「
文
化
財
修
理

セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）
の
基
本
構
想
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
国
が
積
極
的
に
関

与
し
、
人
材
育
成
に
も
力
点
を
置
き
、

中
長
期
的
に
持
続
可
能
な
文
化
財
の
保

存
・
活
用
を
目
指
す
こ
と
が
柱
と
な
る
。

　
文
化
財
の
修
理
は
こ
れ
ま
で
主
に
民

間
の
工
房
が
担
い
、
国
が
資
金
面
を
支

援
し
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
基
本
構
想

で
は
「
文
化
財
修
理
の
推
進
と
質
の
管

理
を
業
務
と
す
る
主
体
が
不
明
確
」
と

言
及
し
、
修
理
計
画
の
全
体
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
人
材
の
不
足
も
課
題

だ
と
指
摘
し
た
。
修
理
対
象
は
彫
刻
・

絵
画
な
ど
の
国
宝
や
重
要
文
化
財
が
中

心
と
な
る
模
様
。

　
一
方
で
、
修
理
技
術
に
関
し
て
は
、

職
人
の
高
齢
化
を
踏
ま
え
、「
後
継
者

不
足
に
よ
る
断
絶
の
危
機
に
あ
る
も
の

が
少
な
く
な
い
」と
危
機
感
を
示
し
た
。

修
理
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
や
、
用

具
・
原
材
料
の
入
手
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
現
状
に
も
触
れ
て
い
る
。

　
文
化
財
修
理
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、

①
修
理
推
進
（
情
報
集
約
と
共
有
を
含

む
）、
②
調
査
研
究
の
た
め
の
修
理
・

研
究
体
制
の
構
築
、
③
人
材
育
成
、
④

情
報
発
信
（
普
及
啓
発
）
と
し
、「
司

令
塔
機
能
」
を
果
た
す
よ
う
促
し
た
。

　
令
和
六
年
度
は
そ
の
設
計
や
運
営
に

向
け
た
検
討
な
ど
を
進
め
る
こ
と
に
し

て
お
り
、
二
億
円
が
新
規
計
上
さ
れ
て

い
る
。

　
な
お
、
毎
年
横
ば
い
が
続
く
文
化
庁

の
予
算
だ
が
、
六
年
度
の
概
算
要
求
に

よ
れ
ば
、
五
年
度
比
で
二
七･

二
パ
ー

セ
ン
ト
増
の
一
三
五
〇
億
円
（
デ
ジ
タ

ル
庁
一
括
計
上
分
を
含
む
）
を
計
上
し

て
い
る
。

　
文
化
財
関
連
で
は
、「
国
宝
・
重
要

文
化
財
建
造
物
保
存
修
理
強
化
対
策
事

業
」
が
昨
年
度
の
一
一
三
億
円
か
ら
大

幅
に
増
加
し
一
六
五
億
円
に
。ま
た「
城

郭
施
設
整
備
事
業
」
は
新
規
予
算
と
し

て
二
四
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
地

域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
城
を
整
備
す
る

こ
と
で
「
観
光
立
国
」
の
推
進
に
つ
な

げ
た
い
考
え
が
う
か
が
え
る
。

　
昨
年
は
、
文
春
オ
ン
ラ
イ
ン
と
﹃
文

藝
春
秋
﹄
に
、
東
京
国
立
博
物
館
の
藤

原
誠
館
長
に
よ
る
緊
急
寄
稿
（「
こ
の

ま
ま
で
は
国
宝
を
守
れ
な
い
」）
が
掲

載
さ
れ
大
き
な
話
題
を
集
め
た
が
、
次

年
度
予
算
で
は
こ
の
東
博
の
平
成
館
の

空
調
設
備
（
展
示
室
系
統
他
）
改
修
に

二
億
六
九
〇
〇
万
円
が
新
規
計
上
さ
れ

て
い
る
。
加
え
て
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
注
目
さ
れ
た
国
立
科
学
博

物
館
に
つ
い
て
は
、
収
蔵
庫
新
営
に
七

億
七
九
〇
〇
万
円
の
新
規
予
算
が
要
求

さ
れ
て
い
る
。

　
長
野
県
松
本
市
の
会
社
員
で
刀
剣
コ

レ
ク
タ
ー
の
佐
藤
肇
祐
さ
ん
（
49
）
が
、

幕
末
に
尊
王
攘
夷
を
訴
え
て
決
起
し
た

「
水
戸
天
狗
党
」の
幹
部
・
田
中
愿げ

ん

蔵ぞ
う

が

所
持
し
て
い
た
と
さ
れ
る
日
本
刀
を
入

手
し
、
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
来
年
は
、
水
戸
天
狗
党
が
京
を
目
指

し
挙
兵
し
て
百
六
十
年
。
幕
府
の
命
で

そ
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
た
松
本
・
高

島
両
藩
と
下
諏
訪
町
で
戦
っ
た
「
和
田

嶺
合
戦
」
の
節
目
で
も
あ
る
。
佐
藤
さ

ん
は
「
両
藩
が
手
を
組
ん
で
水
戸
天
狗

党
と
戦
っ
た
歴
史
を
、
松
本
の
人
に
も

知
っ
て
も
ら
い
、
信
州
人
と
し
て
供
養

し
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

　
刀
は
刃
渡
り
二
尺
四
寸
、
大
磨
上
無

銘
だ
が
、
白
鞘
に
「
相
模
国
秋
広
」
の

極
め
と
「
水

戸
浪
士
田
中

愿
蔵
陣
刀
」

な
ど
の
記
載

が
あ
る
。

　
五
月
以
降

に
高
森
町
の

「
歴
史
民
俗

資
料
館
時
の

駅
」
と
、
下

諏
訪
町
の

「
諏
訪
湖
博

物
館
・
赤
彦

記
念
館
」
で

の
展
示
が
予

定
さ
れ
て
い

る
。

京
都
に
文
化
財
修
理
セ
ン
タ
ー
を
建
設

幕
末「
水
戸
天
狗
党
」幹
部
の
指
料
か

　
畠
山
重
忠
は
、
鎌
倉
幕
府
草
創
期

の
御
家
人
で
あ
る
。
大
河
ド
ラ
マ
﹃
鎌

倉
殿
の
十
三
人
﹄
の
主
要
な
登
場
人

物
の
一
人
で
あ
っ
た
。
本
書
は
、
畠

山
重
忠
に
つ
い
て
、
従
来
の
史
料
と

新
史
料
を
考
察
し
、
ま
た
こ
れ
ま
で

に
積
み
重
ね
ら
れ
た
研
究
を
踏
ま
え
、

と
て
も
わ
か
り
や
す
く
書
か
れ
て
い

る
。

　
畠
山
重
忠
は
廉
直
の
武
士
と
し
て
、

幕
府
の
歴
史
書
﹃
吾
妻
鏡
﹄
の
随
所

に
登
場
す
る
。
見
栄
え
の
す
る
武
士

だ
っ
た
ら
し
く
、
行
軍
の
際
に
は
常
に

先
陣
を
拝
命
し
、
堂
々
の
武
者
姿
を
見

せ
た
。

　
何
よ
り
興
味
深
い
の
は
、
彼
が
、
数
々

の
強
気
な
発
言
を
し
て
い
る
こ
と
。「
謀

反
を
疑
わ
れ
る
と
い
う
の
は
か
え
っ
て
武

士
の
誉
れ
で
あ
る
」
と
言
い
、
ま
た
潔
白

の
証
と
し
て
起
請
文
を
出
す
よ
う
梶
原
景

時
に
求
め
ら
れ
た
際
に
は
、「
自
分
の
言

葉
と
腹
の
中
は
一
体
で
あ
る
か
ら
、
起
請

文
な
ど
不
要
で
あ
る
」
と
言
い
放
っ
て
い

る
。

　
著
者
の
清
水
氏
は
、
畠
山
重
忠
が
な
ぜ

こ
う
し
た
強
気
な
発
言
、
態
度
が
取
れ
た

の
か
を
明
ら
か
に
す
る
べ
く
、
畠
山
重
忠

の
祖
先
に
当
た
る
桓
武
平
氏
高
望
王
、
そ

こ
か
ら
派
生
し
た
桓
武
平
氏
の
国
香
や
将

門
、
直
接
の
祖
で
あ
る
村
岡
五
郎
良
文
に

始
ま
る
秩
父
平
氏
の
歴
史
を
紐
解
き
、
関

東
の
武
士
団
の
発
生
と
展
開
、
そ
の
中
で

畠
山
氏
は
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か

を
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い

る
。

　
面
白
か
っ
た
の
は
、
清
水
氏
が
考
古
学

の
成
果
や
新
史
料
を
紹
介
し
て
い
る
こ

と
。
畠
山
氏
関
係
の
館
跡
な
ど
か
ら
、
京

風
か
わ
ら
け
が
出
土
し
て
い
る
と
い
う
。

畠
山
氏
は
頼
朝
挙
兵
以
前
に
は
、
清
盛
の

平
氏
政
権
に
仕
え
、
京
都
で
の
活
動
が
あ

り
、
京
都
文
化
と
の
関
わ
り
が
深
い
。
そ

れ
ゆ
え
、
重
忠
も
楽
器
の
演
奏
や
今
様
を

謡
う
こ
と
が
で
き
、
京
育
ち
の
頼
朝
に
好

か
れ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
わ
け
で
、
畠

山
氏
が
用
い
た
か
わ
ら
け
も
京
風
で
あ
っ

た
。
彼
ら
は
こ
れ
で
酒
を
酌
み
交
わ
し
、

宴
会
を
し
た
の
で
あ
り
、
同
タ
イ
プ
の
か

わ
ら
け
の
分
布
で
、
畠
山
氏
と
そ
の
友
軍

の
実
態
を
推
考
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
。

　
そ
し
て
新
史
料
。
畠
山
重
忠
の
書
状
が

意
外
な
と
こ
ろ
で
見
つ
か
っ
て
い
る
。
薩

摩
の
島
津
家
文
書
で
あ
る
。
な
ぜ
島
津
な

の
か
と
い
え
ば
、
そ
も
そ
も
島
津
氏
は
御

家
人
で
あ
り
、
重
忠
の
婿
だ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
そ
れ
で
文
献
が
奇
跡
的
に
伝
来
し

た
。

　
た
だ
、
ま
と
め
る
の
は
大
変
だ
っ
た
ろ

う
と
思
う
。
鎌
倉
御
家
人
に
つ
い
て
の
史

料
と
い
う
の
は
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。﹃
吾

妻
鏡
﹄
と
い
う
歴
史
書
や
﹃
平
家
物
語
﹄

が
あ
る
で
は
な
い
か
、
と
言
わ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。
が
、﹃
吾
妻
鏡
﹄
や
﹃
平
家

物
語
﹄
は
鎌
倉
後
期
に
編
纂
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
ど
う
評
価
し
、
考
察

す
る
か
。
研
究
は
至
難
で
あ
る
。

　「
で
あ
る
」
と
断
言
し
た
い
が
で
き
な

い
、
と
い
う
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
に
違
い

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
で
あ
ろ
う
、
処
々
に

「
何
々
と
み
た
い
」
と
か
「
考
え
て
お
き

た
い
」
と
い
う
風
な
文
言
が
見
ら
れ
た
。

古
名
刀
の
研
究
書
で
も
見
た
言
葉
だ
な
あ

と
、
思
わ
ず
ニ
ヤ
リ
と
し
て
し
ま
っ
た
。

　
と
も
あ
れ
、
難
解
な
テ
ー
マ
な
が
ら
、

読
ま
せ
る
一
書
に
ま
と
め
て
い
る
。
流
石

で
あ
る
。

（
小
島
つ
と
む
）

■
清
水
亮
（
し
み
ず
・
り
ょ
う
）
一
九

七
四
年
、
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
慶
應
義
塾

大
学
文
学
部
卒
業
。
早
稲
田
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退

学
。
博
士
（
文
学
）。
埼
玉
大
学
教
育
学

部
准
教
授
。
著
書
に
﹃
鎌
倉
幕
府
御
家
人

制
の
政
治
的
研
究
﹄﹃
畠
山
重
忠
﹄（
編
著
）

﹃
常
陸
真
壁
氏
﹄（
編
著
）﹃
南
北
朝
遺
文

関
東
編
﹄
第
二
~
七
巻
（
共
編
）

関
東
武
士･

重
忠
の
潔
さ
と
謎
の
人
物
像
を
描
く

『
中
世
武
士
畠
山
重
忠
―
秩
父
平
氏
の
嫡
流
』

清
水
亮
著

　定
価
一
九
八
〇
円（
税
込
）
　吉
川
弘
文
館

　
日
本
刀
の
成
立
に
関
し
て
、
本
書

は
次
の
よ
う
に
記
す
。

　「
日
本
刀
の
刀
身
に
つ
い
て
は
一
般

に
、
主
要
な
要
素
と
し
て
湾
刀
、
鎬

造
り
、
庵
棟
の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
。
…
…
考
古
学
的
な
研

究
成
果
か
ら
は
、
鎬
造
り
は
早
く
既

に
奈
良
時
代
か
ら
認
め
ら
れ
る
。
湾

刀
化
は
九
世
紀
後
半
か
ら
共
鉄
系
統

の
刀
で
始
ま
り
、
十
一
世
紀
後
半
に
は
刀

身
全
体
に
反
り
の
見
ら
れ
る
も
の
が
現
れ

る
。
そ
し
て
、
平
安
時
代
中
期
の
十
一
世

紀
中
葉
に
は
木
柄
刀
に
も
腰
の
反
る
も
の

が
出
現
し
て
、
や
が
て
全
国
的
な
傾
向
と

し
て
湾
刀
化
が
進
み
十
二
世
紀
に
至
る
。

庵
棟
は
今
の
と
こ
ろ
出
現
が
最
も
遅
く
、

平
安
時
代
後
期
の
十
二
世
紀
中
葉
以
降
に

木
柄
刀
に
現
れ
る
。」

　
二
〇
一
〇
年
を
前
後
し
て
古
代
刀
剣
の

研
究
を
主
な
テ
ー
マ
に
、
三
点
の
大
著
が

刊
行
さ
れ
た
。
菊
地
芳
朗
﹃
古
墳
時
代
史

の
展
開
と
東
北
社
会
﹄、
豊
島
直
博
﹃
鉄

製
武
器
の
流
通
と
初
期
国
家
形
成
﹄、
津

野
仁
﹃
日
本
古
代
の
武
器･

武
具
と
軍
事
﹄

で
あ
る
。

　
豊
島
氏
と
津
野
氏
に
は
こ
の
年
十
二
月

に
開
催
し
た
「
鉄
の
技
術
と
歴
史
」
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
講
演
会
「
日
本
刀
の
神
秘
と

科
学
を
探
る
Ⅱ
」
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
研
究
成
果
を
発
表
し
て
い
た
だ
い
た
。

菊
地
氏
は
、
連
絡
し
た
の
が
氏
の
北
京
大

学
留
学
の
前
日
で
あ
っ
た
た
め
、
残
念
な

が
ら
当
方
の
目
的
を
果
た
す
こ
と
は
か
な

わ
な
か
っ
た
。

　
わ
れ
わ
れ
刀
剣
界
で
は
、
蕨
手
刀
を
中

心
と
す
る
石
井
昌
国
氏
の
研
究
に
湾
刀
化

の
根
拠
を
求
め
る
こ
と
が
多
い
が
、
考
古

学
界
に
お
い
て
は
三
氏
を
は
じ
め
と
す
る

有
為
の
研
究
者
た
ち
に
よ
り
、
出
土
品
な

ど
の
膨
大
な
検
討
に
基
づ
き
、
既
に
古
代

刀
剣
の
編
年
を
ほ
ぼ
終
え
て
い
る
。

　
本
書
は
、
そ
の
考
古
学
的
成
果
を
実
に

わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
る
。加
え
て
、

製
鉄
や
鍛
冶
の
技
術
、
文
献
資
料
な
ど
を

併
せ
、
古
代
刀
剣
の
全
容
に
迫
ろ
う
と
す

る
。
そ
の
意
思
は
多
と
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
刀
剣
に
は
依

然
と
し
て
解
明
さ
れ
る
べ
き
謎
が
少
な
く

な
い
。
仮
に
そ
れ
を
「
刀
剣
学
」
の
対
象

と
す
る
な
ら
、
歴
史
・
考
古
・
金
属
・
文

献
・
文
化
財
科
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

と
の
協
働
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
う
が
、

い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

（
Τ
）

■
小
池
伸
彦
（
こ
い
け
・
の
ぶ
ひ
こ
）

一
九
五
六
年
、
岐
阜
県
生
ま
れ
。
広
島
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取

得
退
学
。
現
在
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
客

員
研
究
員
。
主
な
論
文
に
「
飛
鳥
の
工
房

二
態
」「
大
和
刀
工
研
究
序
説
︱
飛
鳥
池

工
房
か
ら
三
条
小
鍛
冶
伝
承
に
い
た
る

︱
」。

考
古
学
的
成
果
を
踏
ま
え
︑古
代
刀
剣
の
全
容
に
迫
る

『
古
代
の
刀
剣
―
日
本
刀
の
源
流
』

小
池
伸
彦
著

　定
価
一
九
八
〇
円（
税
込
）
　吉
川
弘
文
館

移転した京都に文化財修理センターを
計画する文化庁

田中愿蔵の指料とみられる無銘秋広

　
刀
剣
・
和
鉄
文
化
の
保
存
振
興
に
関

す
る
令
和
六
年
度
予
算
は
、
総
額
で
二

六
一
六
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
内
訳
は

次
の
通
り
。

①
刀
剣
関
係
団
体
等
が
行
う
各
種
研
修

の
支
援
　
一
五
一
二
万
円

②
玉
鋼
製
造
技
術
の
保
存
支
援
　
五
七

六
万
円

③
刀
匠
に
対
す
る
美
術
刀
剣
製
作
の
研

修
会
実
施
　
三
四
一
万
円

④
銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
鑑
定
実
技
講
習

会
の
実
施
　
一
八
七
万
円

　
こ
の
ほ
か
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
刀

剣
の
修
理
に
対
す
る
補
助
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
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戦
国
時
代
の
実
戦
に
使
わ
れ
た
兜
に

は
、
合
戦
で
被
っ
た
疵
の
痕
跡
が
あ
る

も
の
が
あ
る
。
伝
承
に
残
る
兜
も
、
少

な
い
が
存
在
す
る
。

　
豊
後
佐
伯
藩
祖
の
毛
利
高
政
所
有
と

伝
わ
る
金
箔
押
桃
形
兜
は
、
棍
棒
の
よ

う
な
も
の
で
打
た
れ
た
大
き
な
窪
み
が

あ
り
、文
禄
の
役
の
際
の
疵
と
伝
わ
る
。

ま
た
、
杉
村
八
右
衛
門
が
大
坂
の
陣
で

着
用
し
た
と
伝
わ
る
突と

っ

盔ぱ
い

形な
り

兜
は
、
兜

の
天
辺
近
く
に
窪
み
が
あ
り
、
戦
い
で

受
け
た
刀
疵
と
伝
わ
る
。

　
日
本
甲
冑
武
具
研
究
保
存
会
で
は
、

主
に
会
員
が
所
有
す
る
甲
冑
武
具
類
を

持
ち
寄
っ
て
、
会
員
相
互
で
鑑
賞
す
る

月
例
会
を
実
施
し
て
い
る
。
持
ち
寄
ら

れ
た
甲
冑
武
具
類
に
は
、
時
折
実
戦
で

被
っ
た
疵
で
は
な
い
か
？
と
想
像
を
巡

ら
し
た
く
な
る
疵
が
あ
る
も
の
に
出
く

わ
す
。
さ
す
が
に
伝
承
は
残
っ
て
い
な

い
が
、
戦
国
期
の
歴
史
の
痕
跡
に
触
れ

ら
れ
て
、
同
時
代
の
人
々
の
生
き
た
姿

を
近
く
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
写
真
１
の
古
頭
形
兜
は
、
兜
の
天
辺

近
く
の
片
側
が
大
き
く
窪
み
、
漆
が
剝

げ
て
い
る
。
こ
の
兜
は
、
作
り
が
簡
易

で
、
お
そ
ら
く
量
産
さ
れ
た
も
の
で
、
加

え
て
𩊱し

こ
ろ

の
一
段
目
の
み
鉄
製
、
二
段
、
三

段
目
が
革
製
で
、
兜
と
し
て
は
低
級
品

で
あ
る
こ
と
や
、こ
の
兜
の
作
り
か
ら
、

こ
の
兜
の
主
は
、
お
そ
ら
く
徒か

ち

で
戦
う

武
家
に
奉
公
す
る
名
字
を
持
た
な
い
下

級
の
戦
闘
員
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
天
辺
の
窪
み
の
状
況

証
拠
か
ら
、こ
の
兜
の
主
は
、長
柄
（
長

い
鑓
）
を
持
ち
最
前
線
で
戦
う
戦
闘
員

で
（
長
柄
は
お
互
い
長
柄
を
振
り
下
ろ

し
て
叩
き
合
っ
て
戦
う
）、
合
戦
の
際
、

兜
は
敵
の
長
柄
の
打
撃
を
受
け
て
窪
ん

だ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
兜
の
主

は
、
打
撃
で
恐
ら
く
ひ
ざ
ま
ず
き
、
苦

痛
に
顔
を
歪
め
た
の
で
は
な
い
か
と
想

像
さ
れ
る
。

　
こ
の
兜

の
窪
み
に

は
、
よ
く

見
な
い
と

わ
か
ら
な

い
が
、
金

箔
が
わ
ず

か
に
残
っ

て
い
て
（
写
真
２
）、
当
時
の
長
柄
に

は
金
や
銀
の
箔
が
押
さ
れ
て
い
た
（
北

条
氏
定
書
）
こ
と
で
、
長
柄
で
打
撃
を

受
け
た
際
の
金
箔
で
は
な
い
か
と
も
想

像
が
巡
ら
さ
れ
て
、
興
味
深
い
。
兜
の

主
の
そ
の
後
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
？
　

四
百
年
以
上
前
の
歴
史
の
中
の
事
件
に

思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
当
会
月
例
会
は
、
直
近
で
は
、
東
京

都
新
宿
区
水
稲
荷
マ
ン
シ
ョ
ン
参
集
室

に
て
、
九
月
二
十
四
日
（
日
）
に
「
胴

丸
・
腹
巻
持
ち
寄
り
鑑
賞
会
」（
写
真
３
）

を
行
い
、
十
月
十
五
日（
日
）に
は
、「
変

り
兜
持
ち
寄
り
鑑
賞
会
」（
写
真
４
）

を
行
っ
た
。

　
そ
の
各
々
の
甲
冑
武
具
に
は
、
そ
の

主
の
生
き
た
人
間
の
歴
史
が
添
う
も
の

で
、
残
さ
れ
た
甲
冑
武
具
は
、
多
く
を

語
っ
て
く
れ
な
い
が
、
そ
の
甲
冑
武
具

を
注
意
深
く
観
察
す
る
と
、
時
折
そ
の

時
代
の
歴
史
の
事
件
や
そ
の
主
の
姿
を

想
像
す
る
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
、
鑑
賞
の
楽
し
み
を
倍
増
さ
せ
て

く
れ
る
。（（
一
社
）
日
本
甲
冑
武
具
研

究
保
存
会
理
事
齋
藤
直
巳
）

甲
冑
の
話
題
│
│
│
19

（
一
社
）日
本
甲
冑
武
具
研
究
保
存
会

登
録
審
査
時
の

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
撮
影

　
本
欄
で
は
、
か
ね
が
ね
登
録
審
査
の

際
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
撮
影
を
提
言
し

て
き
た
。
今
回
、
東
京
都
の
登
録
審
査

で
、
東
京
都
が
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
撮
影

を
導
入
し
た
こ
と
を
知
り
、
う
れ
し
く

な
っ
た
。

　
実
は
、
兵
庫
県
登
録
の
冠
落
造
短
刀

を
入
手
し
た
。
内
容
確
認
を
す
る
と
、

銘
文
も
寸
法
も
一
致
し
た
。
と
こ
ろ
が

目
釘
穴
の
数
が
異
な
っ
て
い
た
。
現
物

の
目
釘
穴
は
二
個
だ
が
、
登
録
証
と
原

票
は
一
個
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
現
物
確

認
を
す
る
べ
く
手
続
き
を
進
め
、
都
庁

に
赴
い
た
。

　
銘
文
、
寸
法
、
地
鉄
や
刃
文
も
一
致

し
て
い
る
。
目
釘
穴
の
数
は
誤
認
の
可

能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

見
る
と
は
な
し
に
目
に
入
っ
た
登
録
台

帳
の
コ
ピ
ー
に
は
、
何
と
刀
身
の
造
り

込
み
の
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
て
い
る
で

は
な
い
か
！
　
当
時
の
担
当
登
録
審
査

委
員
の
名
前
も
見
え
た
。「
Ｙ
・
Ｉ
」

と
あ
っ
た
。
知
人
だ
っ
た
。

　
刀
や
拵
に
詳
し
い
そ
の
方
は
、「
こ

れ
は
こ
ん
な
形
で
…
」
と
イ
ラ
ス
ト
を

描
い
て
説
明
す
る
こ
と
が
時
々
あ
っ

た
。
こ
の
イ
ラ
ス
ト
は
ま
さ
に
そ
の
方

の
手
に
な
る
も
の
で
、
ま
た
今
日
、
審

査
に
持
ち
込
ん
だ
短
刀
と
全
く
同
じ
造

り
込
み
で
あ
る
。
兵
庫
で
登
録
さ
れ
た

現
品
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　「
撮
影
し
ま
し
ょ
う
か
？
」。
職
員
の

提
案
で
、
登
録
台
帳
コ
ピ
ー
の
上
に
、

短
刀
を
載
せ
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
の

撮
影
が
行
わ
れ
た
。
東
京
都
か
ら
の
報

告
の
後
、
兵
庫
県
が
何
と
回
答
し
て
く

る
だ
ろ
う
か
。
味
な
イ
ラ
ス
ト
の
主
も

登
録
審
査
委
員
だ
か
ら
、
当
然
、
東
京

都
の
報
告
を
見
る
だ
ろ
う
し
。

　
と
も
あ
れ
、
刀
剣
の
情
報
が

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
と
し
て
保
存

さ
れ
る
こ
と
は
と
て
も
良
い
こ

と
で
あ
る
。
登
録
の
度
に
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
（
ま
た
は
ス
マ
ホ

の
カ
メ
ラ
）
で
撮
影
し
、
そ
れ

を
台
帳
に
添
付
し
て
お
け
ば
、

問
題
が
あ
っ
た
際
に
、
造
り
込
み
、
銘

文
、
目
釘
穴
の
数
な
ど
に
つ
い
て
、
相

違
が
一
目
で
判
断
さ
れ
、
業
務
は
劇
的

に
改
善
さ
れ
、
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
も
登

録
審
査
会
場
に
行
か
ず
に
、
問
題
が
解

決
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
大
い
に
進

め
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

（
登
録
証
問
題
研
究
会
）
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今
日
の
俺
の
行
き
先
は
葛
飾
区
高

砂
。
高
齢
者
に
な
っ
て
も
走
り
続
け
る

俺
が
、
刀
匠
の
吉
原
義
人
氏
の
新
居
を

訪
ね
る
。
同
じ
町
内
で
の
引
っ
越
し
と

な
っ
た
の
で
、
電
話
番
号
は
変
わ
ら
ず

通
じ
る
。鍛
錬
所
は
町
内
に
置
か
な
い
。

　
氏
の
こ
れ
ま
で
の
道
の
り
は
決
し
て

平
た
ん
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
中
で

も
二
〇
一
八
年
五
月
に
起
き
た
悲
劇
は

と
り
わ
け
氏
に
は
こ
た
え
た
。
ご
長
男

の
義
一
さ
ん
の
訃
報
が
療
養
先
の
北
米

か
ら
届
き
、
無
言
の
帰
宅
と
な
っ
た
の

だ
。
ま
た
昨
年
五
月
に
は
実
弟
の
荘
二

国
家
氏
の
訃
報
も
あ
っ
た
。

　
今
日
は
義
一
さ
ん
の
長
男
、
義
人
氏

の
孫
に
当
た
る
慧

あ
き
ら

君
も
茨
城
の
鍛
錬
所

か
ら
合
流
す
る
予
定
だ
。
彼
は
昨
年
の

刀
匠
試
験
に
合
格
を
果
た
し
、
刀
匠
銘

も
そ
の
ま
ま
慧
だ
。
義
人
氏
と
慧
君
と

で
は
二
世
代
離
れ
て
い
て
、
自
然
と
体

得
す
る
の
を
待
つ
に
は
焦
燥
感
が
伴

う
。
大
奥
様
も
、
晩
年
の
国
家
氏
が
熱

心
に
慧
君
を
教
え
に
来
て
い
た
、
と
話

し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　
義
人
親
方
の
頑
な
さ
、
国
家
大
叔
父

の
き
ら
め
き
、
そ
し
て
父
親
、
義
一
氏

の
華
や
か
さ
、
こ
れ
ら
を
一
身
に
背
負

い
慧
君
は
や
が
て
大
輪
の
花
を
咲
か
せ

て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。

　
義
人
氏
が
当
組
合
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
に
現
れ
、
喝
を
入
れ
て
く
だ

さ
っ
た
の
は
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
も
は

や
覚
え
て
い
る
人
も
少
な
く
な
っ
た

が
、
当
組
合
の
黎
明
期
に
湯
河
原
の
旅

館
に
刀
職
者
ら
を
招
き
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
企
て
た
。
し
か
し
蓋
を
開
け
れ
ば
、

烏
合
の
衆
。
そ
の
時
、
義
人
氏
が
皆
に

喝
を
入
れ
た
の
だ
。

　「
オ
イ
ッ
、
う
る
さ
い
ぞ
、
静
か
に

し
ろ
！
」。
こ
の
一
言
に
よ
り
活
発
な

意
見
が
出
て
き
た
の
だ
っ
た
。

　
か
く
言
う
俺
も
氏
に
一
喝
さ
れ
て
い

る
。
一
四
年
秋
の
吉
報
の
時
だ
。
研
磨

の
本
阿
彌
光
洲
氏
の
重
要
無
形
文
化
財

保
持
者
認
定
と
そ
の
祝
賀
会
の
案
内
を

受
け
取
る
。
差
出
人
の
名
は
刀
匠
の
宮

入
恵
氏
。
は
し
ゃ
ぐ
俺
。
大
刀
剣
市
で

当
ブ
ー
ス
に
義
人
氏
が
来
た
時
、

　「
宮
入
先
生
か
ら
お
め
で
た
い
案
内

を
頂
き
ま
し
た
」
と
俺
。

　「
オ
イ
ッ
、
綱
取
、
お
前
、
恵
君
の

こ
と
を
先
生
と
呼
ぶ
の
か
？
　
お
前
ら

同
年
代
じ
ゃ
な
い
か
、
も
っ
と
堂
々
と

し
て
い
ろ
よ
、
し
っ
か
り
し
ろ
っ
！
」。

ご
意
見
番
の
喝
は
し
み
じ
み
と
効
く
。

大
体
、
俺
た
ち
商
人
の
中
に
も
刀
匠
を

「
先
生
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
神
棚

の
上
に
ト
ス
上
げ
し
て
し
ま
う
者
も
い

る
の
は
事
実
。
ご
意
見
番
は
当
然

お
見
通
し
だ
。

第
二
章

　君
は
デ･

ト
マ
ソ･

パ
ン
テ
ー
ラ
を
見
た
か

　
ず
い
ぶ
ん
昔
、
銀
座
の
小
さ
な

シ
ョ
ッ
ト
バ
ー
で
俺
と
吉
原
義
一

氏
は
杯
を
重
ね
て
い
た
。
故
清
水

忠
次
刀
匠
が
怖
か
っ
た
話
、
故
杉

田
善
昭
刀
匠
の
刃
文
の
話
と
ひ
と

し
き
り
話
し
た
後
、
ふ
と
俺
の
髪

型
の
話
に
な
っ
た
。

　
義
「
綱
取
さ
ん
は
ず
っ
と
髪
、

長
い
の
？
」

　
俺
「
お
う
っ
、
ロ
ン
ゲ
ヂ
ュ
ジ
ナ
ー

レ
よ
」
と
自
動
車
雑
誌
で
覚
え
た
単
語

が
う
っ
か
り
口
を
突
い
て
出
た
。
こ
れ

は
ス
ー
パ
ー
カ
ー
少
年
の
永
遠
の
ア
イ

ド
ル
、
ラ
ン
ボ
ル
ギ
ー
ニ
カ
ウ
ン
タ
ッ

ク
Ｌ
Ｐ
４
０
０
の
Ｌ
の
字
な
の
だ
。

　
義
「
そ
れ
っ
て
座
席
直
後
に
エ
ン
ジ

ン
が
縦
に
積
ま
れ
る
、
と
い
う
意
味
で

す
よ
ね
」

　
俺
「
へ
っ
、
そ
う
な
の
…
？
」。
そ

ん
な
意
味
を
そ
こ
で
知
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
が
、
そ
れ
も
そ
の
は
ず
。
義
一

氏
の
愛
車
は
米
国
製
Ｖ
８
エ
ン
ジ
ン
を

座
席
直
後
に
積
ん
だ
伊
米
合
作
の
デ･

ト
マ
ソ･

パ
ン
テ
ー
ラ
だ
っ
た
の
だ
。

　
後
に
尋
ね
る
高
砂
の
鍛
錬
所
の
外
側

ガ
レ
ー
ジ
に
は
パ
ン
テ
ー
ラ
が
置
か

れ
、
ス
ナ
ッ
プ
オ
ン
の
工
具
が
脇
を
固

め
て
い
た
。
彼
は
そ
の
他
に
も
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
に
も
造
詣
が
深
く
、
寡
黙
な

人
格
が
多
い
刀
匠
の
中
で
は
珍
し
い
タ

イ
プ
だ
っ
た
と
思
う
。

　
作
刀
界
に
は
こ
ん
な
人
物
が
い
て
も

良
い
で
は
な
い
か
。い
や
居
る
べ
き
だ
。

後
続
者
た
ち
へ
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
、
こ

れ
は
必
要
な
こ
と
な
の
だ
。

　
ま
じ
め
を
絵
に
か
い
た
よ
う
な
根
津

秀
平
刀
匠
。
長
野
の
彼
の
鍛
錬
所
、
炭

焼
き
小
屋
の
奥
の
ガ
レ
ー
ジ
か
ら
野
獣

の
咆
哮
の
よ
う
な
排
気
音
と
と
も
に
彼

が
原
色
の
ラ
ン
ボ
ル
ギ
ー
ニ
を
出
し
て

く
る
…
何
だ
か
想
像
で
き
な
い
や
。
第

一
似
合
わ
ん
！
　
や
め
さ
せ
た
方
が
い

い
な
。

（
綱
取
譲
一
）

編

葛
飾
区
高
砂

アンコール企画

写真1

写真2

写真3写真4

吉原ご夫妻と孫の慧クン

デ・トマソ・パンテーラ
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文
化
財
の
修
理
や
人
材
育
成
な
ど
を

一
元
的
に
担
う
た
め
、
政
府
が
二
〇
三

〇
年
ま
で
を
め
ど
に
京
都
府
で
建
設
を

計
画
し
て
い
る
国
立
の
「
文
化
財
修
理

セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）
の
基
本
構
想
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
国
が
積
極
的
に
関

与
し
、
人
材
育
成
に
も
力
点
を
置
き
、

中
長
期
的
に
持
続
可
能
な
文
化
財
の
保

存
・
活
用
を
目
指
す
こ
と
が
柱
と
な
る
。

　
文
化
財
の
修
理
は
こ
れ
ま
で
主
に
民

間
の
工
房
が
担
い
、
国
が
資
金
面
を
支

援
し
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
基
本
構
想

で
は
「
文
化
財
修
理
の
推
進
と
質
の
管

理
を
業
務
と
す
る
主
体
が
不
明
確
」
と

言
及
し
、
修
理
計
画
の
全
体
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
人
材
の
不
足
も
課
題

だ
と
指
摘
し
た
。
修
理
対
象
は
彫
刻
・

絵
画
な
ど
の
国
宝
や
重
要
文
化
財
が
中

心
と
な
る
模
様
。

　
一
方
で
、
修
理
技
術
に
関
し
て
は
、

職
人
の
高
齢
化
を
踏
ま
え
、「
後
継
者

不
足
に
よ
る
断
絶
の
危
機
に
あ
る
も
の

が
少
な
く
な
い
」と
危
機
感
を
示
し
た
。

修
理
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
や
、
用

具
・
原
材
料
の
入
手
が
難
し
く
な
っ
て

い
る
現
状
に
も
触
れ
て
い
る
。

　
文
化
財
修
理
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、

①
修
理
推
進
（
情
報
集
約
と
共
有
を
含

む
）、
②
調
査
研
究
の
た
め
の
修
理
・

研
究
体
制
の
構
築
、
③
人
材
育
成
、
④

情
報
発
信
（
普
及
啓
発
）
と
し
、「
司

令
塔
機
能
」
を
果
た
す
よ
う
促
し
た
。

　
令
和
六
年
度
は
そ
の
設
計
や
運
営
に

向
け
た
検
討
な
ど
を
進
め
る
こ
と
に
し

て
お
り
、
二
億
円
が
新
規
計
上
さ
れ
て

い
る
。

　
な
お
、
毎
年
横
ば
い
が
続
く
文
化
庁

の
予
算
だ
が
、
六
年
度
の
概
算
要
求
に

よ
れ
ば
、
五
年
度
比
で
二
七･

二
パ
ー

セ
ン
ト
増
の
一
三
五
〇
億
円
（
デ
ジ
タ

ル
庁
一
括
計
上
分
を
含
む
）
を
計
上
し

て
い
る
。

　
文
化
財
関
連
で
は
、「
国
宝
・
重
要

文
化
財
建
造
物
保
存
修
理
強
化
対
策
事

業
」
が
昨
年
度
の
一
一
三
億
円
か
ら
大

幅
に
増
加
し
一
六
五
億
円
に
。ま
た「
城

郭
施
設
整
備
事
業
」
は
新
規
予
算
と
し

て
二
四
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
地

域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
城
を
整
備
す
る

こ
と
で
「
観
光
立
国
」
の
推
進
に
つ
な

げ
た
い
考
え
が
う
か
が
え
る
。

　
昨
年
は
、
文
春
オ
ン
ラ
イ
ン
と
﹃
文

藝
春
秋
﹄
に
、
東
京
国
立
博
物
館
の
藤

原
誠
館
長
に
よ
る
緊
急
寄
稿
（「
こ
の

ま
ま
で
は
国
宝
を
守
れ
な
い
」）
が
掲

載
さ
れ
大
き
な
話
題
を
集
め
た
が
、
次

年
度
予
算
で
は
こ
の
東
博
の
平
成
館
の

空
調
設
備
（
展
示
室
系
統
他
）
改
修
に

二
億
六
九
〇
〇
万
円
が
新
規
計
上
さ
れ

て
い
る
。
加
え
て
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
注
目
さ
れ
た
国
立
科
学
博

物
館
に
つ
い
て
は
、
収
蔵
庫
新
営
に
七

億
七
九
〇
〇
万
円
の
新
規
予
算
が
要
求

さ
れ
て
い
る
。

　
長
野
県
松
本
市
の
会
社
員
で
刀
剣
コ

レ
ク
タ
ー
の
佐
藤
肇
祐
さ
ん
（
49
）
が
、

幕
末
に
尊
王
攘
夷
を
訴
え
て
決
起
し
た

「
水
戸
天
狗
党
」の
幹
部
・
田
中
愿げ

ん

蔵ぞ
う

が

所
持
し
て
い
た
と
さ
れ
る
日
本
刀
を
入

手
し
、
話
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
来
年
は
、
水
戸
天
狗
党
が
京
を
目
指

し
挙
兵
し
て
百
六
十
年
。
幕
府
の
命
で

そ
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
た
松
本
・
高

島
両
藩
と
下
諏
訪
町
で
戦
っ
た
「
和
田

嶺
合
戦
」
の
節
目
で
も
あ
る
。
佐
藤
さ

ん
は
「
両
藩
が
手
を
組
ん
で
水
戸
天
狗

党
と
戦
っ
た
歴
史
を
、
松
本
の
人
に
も

知
っ
て
も
ら
い
、
信
州
人
と
し
て
供
養

し
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。

　
刀
は
刃
渡
り
二
尺
四
寸
、
大
磨
上
無

銘
だ
が
、
白
鞘
に
「
相
模
国
秋
広
」
の

極
め
と
「
水

戸
浪
士
田
中

愿
蔵
陣
刀
」

な
ど
の
記
載

が
あ
る
。

　
五
月
以
降

に
高
森
町
の

「
歴
史
民
俗

資
料
館
時
の

駅
」
と
、
下

諏
訪
町
の

「
諏
訪
湖
博

物
館
・
赤
彦

記
念
館
」
で

の
展
示
が
予

定
さ
れ
て
い

る
。

京
都
に
文
化
財
修
理
セ
ン
タ
ー
を
建
設

幕
末「
水
戸
天
狗
党
」幹
部
の
指
料
か

　
畠
山
重
忠
は
、
鎌
倉
幕
府
草
創
期

の
御
家
人
で
あ
る
。
大
河
ド
ラ
マ
﹃
鎌

倉
殿
の
十
三
人
﹄
の
主
要
な
登
場
人

物
の
一
人
で
あ
っ
た
。
本
書
は
、
畠

山
重
忠
に
つ
い
て
、
従
来
の
史
料
と

新
史
料
を
考
察
し
、
ま
た
こ
れ
ま
で

に
積
み
重
ね
ら
れ
た
研
究
を
踏
ま
え
、

と
て
も
わ
か
り
や
す
く
書
か
れ
て
い

る
。

　
畠
山
重
忠
は
廉
直
の
武
士
と
し
て
、

幕
府
の
歴
史
書
﹃
吾
妻
鏡
﹄
の
随
所

に
登
場
す
る
。
見
栄
え
の
す
る
武
士

だ
っ
た
ら
し
く
、
行
軍
の
際
に
は
常
に

先
陣
を
拝
命
し
、
堂
々
の
武
者
姿
を
見

せ
た
。

　
何
よ
り
興
味
深
い
の
は
、
彼
が
、
数
々

の
強
気
な
発
言
を
し
て
い
る
こ
と
。「
謀

反
を
疑
わ
れ
る
と
い
う
の
は
か
え
っ
て
武

士
の
誉
れ
で
あ
る
」
と
言
い
、
ま
た
潔
白

の
証
と
し
て
起
請
文
を
出
す
よ
う
梶
原
景

時
に
求
め
ら
れ
た
際
に
は
、「
自
分
の
言

葉
と
腹
の
中
は
一
体
で
あ
る
か
ら
、
起
請

文
な
ど
不
要
で
あ
る
」
と
言
い
放
っ
て
い

る
。

　
著
者
の
清
水
氏
は
、
畠
山
重
忠
が
な
ぜ

こ
う
し
た
強
気
な
発
言
、
態
度
が
取
れ
た

の
か
を
明
ら
か
に
す
る
べ
く
、
畠
山
重
忠

の
祖
先
に
当
た
る
桓
武
平
氏
高
望
王
、
そ

こ
か
ら
派
生
し
た
桓
武
平
氏
の
国
香
や
将

門
、
直
接
の
祖
で
あ
る
村
岡
五
郎
良
文
に

始
ま
る
秩
父
平
氏
の
歴
史
を
紐
解
き
、
関

東
の
武
士
団
の
発
生
と
展
開
、
そ
の
中
で

畠
山
氏
は
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か

を
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い

る
。

　
面
白
か
っ
た
の
は
、
清
水
氏
が
考
古
学

の
成
果
や
新
史
料
を
紹
介
し
て
い
る
こ

と
。
畠
山
氏
関
係
の
館
跡
な
ど
か
ら
、
京

風
か
わ
ら
け
が
出
土
し
て
い
る
と
い
う
。

畠
山
氏
は
頼
朝
挙
兵
以
前
に
は
、
清
盛
の

平
氏
政
権
に
仕
え
、
京
都
で
の
活
動
が
あ

り
、
京
都
文
化
と
の
関
わ
り
が
深
い
。
そ

れ
ゆ
え
、
重
忠
も
楽
器
の
演
奏
や
今
様
を

謡
う
こ
と
が
で
き
、
京
育
ち
の
頼
朝
に
好

か
れ
た
の
で
あ
る
。
と
い
う
わ
け
で
、
畠

山
氏
が
用
い
た
か
わ
ら
け
も
京
風
で
あ
っ

た
。
彼
ら
は
こ
れ
で
酒
を
酌
み
交
わ
し
、

宴
会
を
し
た
の
で
あ
り
、
同
タ
イ
プ
の
か

わ
ら
け
の
分
布
で
、
畠
山
氏
と
そ
の
友
軍

の
実
態
を
推
考
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
。

　
そ
し
て
新
史
料
。
畠
山
重
忠
の
書
状
が

意
外
な
と
こ
ろ
で
見
つ
か
っ
て
い
る
。
薩

摩
の
島
津
家
文
書
で
あ
る
。
な
ぜ
島
津
な

の
か
と
い
え
ば
、
そ
も
そ
も
島
津
氏
は
御

家
人
で
あ
り
、
重
忠
の
婿
だ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
そ
れ
で
文
献
が
奇
跡
的
に
伝
来
し

た
。

　
た
だ
、
ま
と
め
る
の
は
大
変
だ
っ
た
ろ

う
と
思
う
。
鎌
倉
御
家
人
に
つ
い
て
の
史

料
と
い
う
の
は
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。﹃
吾

妻
鏡
﹄
と
い
う
歴
史
書
や
﹃
平
家
物
語
﹄

が
あ
る
で
は
な
い
か
、
と
言
わ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。
が
、﹃
吾
妻
鏡
﹄
や
﹃
平
家

物
語
﹄
は
鎌
倉
後
期
に
編
纂
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
ど
う
評
価
し
、
考
察

す
る
か
。
研
究
は
至
難
で
あ
る
。

　「
で
あ
る
」
と
断
言
し
た
い
が
で
き
な

い
、
と
い
う
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
に
違
い

な
い
。
そ
れ
ゆ
え
で
あ
ろ
う
、
処
々
に

「
何
々
と
み
た
い
」
と
か
「
考
え
て
お
き

た
い
」
と
い
う
風
な
文
言
が
見
ら
れ
た
。

古
名
刀
の
研
究
書
で
も
見
た
言
葉
だ
な
あ

と
、
思
わ
ず
ニ
ヤ
リ
と
し
て
し
ま
っ
た
。

　
と
も
あ
れ
、
難
解
な
テ
ー
マ
な
が
ら
、

読
ま
せ
る
一
書
に
ま
と
め
て
い
る
。
流
石

で
あ
る
。

（
小
島
つ
と
む
）

■
清
水
亮
（
し
み
ず
・
り
ょ
う
）
一
九

七
四
年
、
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
慶
應
義
塾

大
学
文
学
部
卒
業
。
早
稲
田
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退

学
。
博
士
（
文
学
）。
埼
玉
大
学
教
育
学

部
准
教
授
。
著
書
に
﹃
鎌
倉
幕
府
御
家
人

制
の
政
治
的
研
究
﹄﹃
畠
山
重
忠
﹄（
編
著
）

﹃
常
陸
真
壁
氏
﹄（
編
著
）﹃
南
北
朝
遺
文

関
東
編
﹄
第
二
~
七
巻
（
共
編
）

関
東
武
士･

重
忠
の
潔
さ
と
謎
の
人
物
像
を
描
く

『
中
世
武
士
畠
山
重
忠
―
秩
父
平
氏
の
嫡
流
』

清
水
亮
著

　定
価
一
九
八
〇
円（
税
込
）

　吉
川
弘
文
館

　
日
本
刀
の
成
立
に
関
し
て
、
本
書

は
次
の
よ
う
に
記
す
。

　「
日
本
刀
の
刀
身
に
つ
い
て
は
一
般

に
、
主
要
な
要
素
と
し
て
湾
刀
、
鎬

造
り
、
庵
棟
の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
。
…
…
考
古
学
的
な
研

究
成
果
か
ら
は
、
鎬
造
り
は
早
く
既

に
奈
良
時
代
か
ら
認
め
ら
れ
る
。
湾

刀
化
は
九
世
紀
後
半
か
ら
共
鉄
系
統

の
刀
で
始
ま
り
、
十
一
世
紀
後
半
に
は
刀

身
全
体
に
反
り
の
見
ら
れ
る
も
の
が
現
れ

る
。
そ
し
て
、
平
安
時
代
中
期
の
十
一
世

紀
中
葉
に
は
木
柄
刀
に
も
腰
の
反
る
も
の

が
出
現
し
て
、
や
が
て
全
国
的
な
傾
向
と

し
て
湾
刀
化
が
進
み
十
二
世
紀
に
至
る
。

庵
棟
は
今
の
と
こ
ろ
出
現
が
最
も
遅
く
、

平
安
時
代
後
期
の
十
二
世
紀
中
葉
以
降
に

木
柄
刀
に
現
れ
る
。」

　
二
〇
一
〇
年
を
前
後
し
て
古
代
刀
剣
の

研
究
を
主
な
テ
ー
マ
に
、
三
点
の
大
著
が

刊
行
さ
れ
た
。
菊
地
芳
朗
﹃
古
墳
時
代
史

の
展
開
と
東
北
社
会
﹄、
豊
島
直
博
﹃
鉄

製
武
器
の
流
通
と
初
期
国
家
形
成
﹄、
津

野
仁
﹃
日
本
古
代
の
武
器･

武
具
と
軍
事
﹄

で
あ
る
。

　
豊
島
氏
と
津
野
氏
に
は
こ
の
年
十
二
月

に
開
催
し
た
「
鉄
の
技
術
と
歴
史
」
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム
講
演
会
「
日
本
刀
の
神
秘
と

科
学
を
探
る
Ⅱ
」
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
研
究
成
果
を
発
表
し
て
い
た
だ
い
た
。

菊
地
氏
は
、
連
絡
し
た
の
が
氏
の
北
京
大

学
留
学
の
前
日
で
あ
っ
た
た
め
、
残
念
な

が
ら
当
方
の
目
的
を
果
た
す
こ
と
は
か
な

わ
な
か
っ
た
。

　
わ
れ
わ
れ
刀
剣
界
で
は
、
蕨
手
刀
を
中

心
と
す
る
石
井
昌
国
氏
の
研
究
に
湾
刀
化

の
根
拠
を
求
め
る
こ
と
が
多
い
が
、
考
古

学
界
に
お
い
て
は
三
氏
を
は
じ
め
と
す
る

有
為
の
研
究
者
た
ち
に
よ
り
、
出
土
品
な

ど
の
膨
大
な
検
討
に
基
づ
き
、
既
に
古
代

刀
剣
の
編
年
を
ほ
ぼ
終
え
て
い
る
。

　
本
書
は
、
そ
の
考
古
学
的
成
果
を
実
に

わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
る
。加
え
て
、

製
鉄
や
鍛
冶
の
技
術
、
文
献
資
料
な
ど
を

併
せ
、
古
代
刀
剣
の
全
容
に
迫
ろ
う
と
す

る
。
そ
の
意
思
は
多
と
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
の
刀
剣
に
は
依

然
と
し
て
解
明
さ
れ
る
べ
き
謎
が
少
な
く

な
い
。
仮
に
そ
れ
を
「
刀
剣
学
」
の
対
象

と
す
る
な
ら
、
歴
史
・
考
古
・
金
属
・
文

献
・
文
化
財
科
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

と
の
協
働
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
う
が
、

い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

（
Τ
）

■
小
池
伸
彦
（
こ
い
け
・
の
ぶ
ひ
こ
）

一
九
五
六
年
、
岐
阜
県
生
ま
れ
。
広
島
大

学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取

得
退
学
。
現
在
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
客

員
研
究
員
。
主
な
論
文
に
「
飛
鳥
の
工
房

二
態
」「
大
和
刀
工
研
究
序
説
︱
飛
鳥
池

工
房
か
ら
三
条
小
鍛
冶
伝
承
に
い
た
る

︱
」。

考
古
学
的
成
果
を
踏
ま
え
︑古
代
刀
剣
の
全
容
に
迫
る

『
古
代
の
刀
剣
―
日
本
刀
の
源
流
』

小
池
伸
彦
著

　定
価
一
九
八
〇
円（
税
込
）
　吉
川
弘
文
館

移転した京都に文化財修理センターを
計画する文化庁

田中愿蔵の指料とみられる無銘秋広

　
刀
剣
・
和
鉄
文
化
の
保
存
振
興
に
関

す
る
令
和
六
年
度
予
算
は
、
総
額
で
二

六
一
六
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
内
訳
は

次
の
通
り
。

①
刀
剣
関
係
団
体
等
が
行
う
各
種
研
修

の
支
援
　
一
五
一
二
万
円

②
玉
鋼
製
造
技
術
の
保
存
支
援
　
五
七

六
万
円

③
刀
匠
に
対
す
る
美
術
刀
剣
製
作
の
研

修
会
実
施
　
三
四
一
万
円

④
銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
鑑
定
実
技
講
習

会
の
実
施
　
一
八
七
万
円

　
こ
の
ほ
か
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
刀

剣
の
修
理
に
対
す
る
補
助
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
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曻
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店
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本
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名
品
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名
刀
を
販
売
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催 事 情 報

　正宗は、鎌倉時代末期に相模国鎌倉で活動した刀工で
す。正宗の作品として伝わる刀の多くには銘がありませ
ん。しかし、よく鍛えられた力強い地鉄に、湾れを主調
として、時に大きく乱れ、沸が強く付いた刃文が、正宗
の特徴として高く評価されています。それまでの日本刀
製作地といえば、山城国、大和国、備前国が知られていましたが、正宗は、こ
れらの産地とは一線を画す新たな作風、すなわち相州伝を完成させたのです。
　正宗の出現以後、相州伝は諸国に伝播し、各地の刀工に大きな影響を及ぼ
すこととなります。中でも、山城国の来国次と長谷部国重、美濃国の兼氏と
金重、越中国の江義弘と則重、石見国の直綱、備前国の兼光と長義、筑前国
の左文字の十人の作には、正宗からの影響を色濃く見て取れることから、彼
らを「正宗十哲」と総称するようになりました。十哲の刀工たちは、必ずし
も正宗と直接の師弟関係にはありませんが、鎌倉から遠く離れた地にも、正
宗の作風が影響を与え、さらに次の世代の刀工にも受け継がれていった点に、
この偉大なる刀匠が打ち立てた相州伝の真価を認めることができるでしょう。
　正宗をテーマとした展覧会はこれまでにも開催されてきましたが、十哲た
ちを特集する内容は今回が初めてです。本展では、相州鍛冶の先人たちから、
相州伝を確立した名刀匠正宗、そして正宗の作風を受け継いだ諸国の刀工へ
と続く、相州伝の系譜をたどります。
会期：1月6日㈯～2月11日㈰

■刀剣博物館
　〒130-0015 東京都墨田区横網1-12-9　☎03-6284-1000
　https://www.touken.or.jp/museum/

特別展「正宗十哲─名刀匠正宗とその弟子たち─」
　サムライは、江戸時代に生きた北斎にとって身近な
存在でした。本展では、源頼朝や徳川家康など名の知
れたサムライだけでなく、北斎と門人たちの目に映っ
た江戸市中に暮らす太平の世のサムライを描いた作品
も展示します。また、実際にあった戦いや物語の中の
戦う場面を描いた作品もご覧いただきます。江戸時代の人々が抱いていたサ
ムライのイメージに触れるとともに、北斎たちによるサムライの姿をご堪能
ください。さらに、刀や鑓といった戦いの道具を取り上げた作品も紹介し、
刀剣博物館所蔵の「太刀 銘 信房作」（重要文化財）なども展観します。刀
剣そのものと描かれた刀剣を見比べて、イメージを膨らませながら北斎の表
現力をお楽しみください。
会期：12月14日㈭～2月25日㈰

■すみだ北斎美術館
　〒130-0014 東京都墨田区亀沢2-7-2　☎03-6658-8936
　https://hokusai-museum.jp/

特別展「北斎サムライ画伝」

　松竹梅や鶴亀といったおめでたい文様をあしらった
美術工芸品は、古くから縁起を担ぐために正月やお祝
い事を演出してきました。
　本展では、当館の収蔵品から新春の訪れを彩る吉祥
文様や令和６年の干支である辰にちなんで、龍をモチー
フにした美術工芸品をご紹介します。併せて、土佐藩
の正月行事に関連する資料とともに、土佐藩主山内家
にゆかりのある重要文化財の刀剣４振（太刀 号 一国
兼光、太刀 号 今村兼光、太刀 銘 国時、太刀 銘 康光）
を展示します。
　なお、関連行事として展示する重要文化財の太刀４
振が立候補！　展示会場と当館特設ホームページで人気投票を開催します。
会期：1月1日 ～3月4日㈪

■高知城歴史博物館
　〒780-0842 高知市追手筋2-7-5　☎088-871-1600
　https://www.kochi-johaku.jp/

福をよぶ 城博コレクション～わきたつめでたきもの～

　幕末、外国船が日本近海に迫る中、水戸藩は反射炉
を建設し、海防のために鉄製大砲を造りました。この
事業は失敗も多く、さらに藩内の争いにより反射炉自
体が破壊されるなど、成功とは言えませんでした。し
かし、この事業を通じて、近代日本を担う人材が生ま
れたのです。
　この特別展では、大砲の図面、製鉄の現場を描いた絵巻、鉄の原材料など、
反射炉に関連する資料を紹介します。そこから、明治時代の近代産業の成立
をリードした水戸藩の歴史的役割を考えます。
会期：2月16日㈮～4月7日㈰

■茨城県立歴史館
　〒310-0034 茨城県水戸市緑町2-1-15　☎029-225-4425
　https://rekishikan-ibk.jp/

特別展「那珂湊反射炉─鉄と近代を創る─」

　多種多様な資料によって構成され、その数は10万点
を超えると言われる「毛利コレクション」。一大資料群
を形成した毛利総七郎は、明治期から昭和期にかけて、
在野の郷土史家や各地の骨董商らと交流を重ねながら、
さまざまなジャンルの資料を収集しました。このうち
江戸時代の資料については、石巻や仙台藩に関係する古文書・絵図のほか、
浮世絵、和漢書、刀装具や弓矢といった武具、狩猟具、灯火具・化粧道具・
化粧用具・矢立・根付・袋物といった生活資料などが豊富に残ります。
　今回の特集展では、令和３年の開館以降、「歴史」をテーマにした展示が
限られていること、開館後から古文書の整理にも少しずつ取り組んでいるこ
とから、「仙台藩の武士の世界」をテーマに構成してみました。調査整理の
成果を踏まえ、テーマに関連する江戸時代の古文書・絵図、モノ資料をピッ
クアップしています。
　これまで公に存在が知られていなかった、新出の伊達政宗書状や、中世の
石巻を治めた葛西晴信の黒印状から、戦国時代末期から仙台藩成立期の政治
史を振り返るとともに、歴代仙台藩主や重臣たちが発給した文書等から、国
元仙台と江戸の様子を紹介します。また、伊達家に嫁いだ姫君が所用したと
伝わる道具、仙台藩に関係する武具など、武士を取り巻く人々にも注目して
みました。
　今回の特集展を通して、仙台藩の武士の世界の一端を垣間見るとともに、
毛利コレクションの奥深さを再確認するきっかけになれば幸いです。
会期：11月18日㈯～3月10日㈰

■石巻市博物館
　〒986-0032 宮城県石巻市開成1-8　☎0225-98-4831
　https://makiart.jp/museum/

毛利コレクション特集展「仙台藩の武士の世界」

　香雪美術館には現在、約50振の刀剣が所蔵されてい
ます。コレクションの礎を築いた朝日新聞社創業者・
村山龍平（1850～1933）は、武士であった父の影響か
ら刀剣に強い関心を持ち、若くして収集を始めました。
その数は、多い時には800振にも上ったといいます。
　美術品を収集する際、時には識者のアドバイスを得た村山ですが、刀剣に
ついては他人に頼らず、自らの審美眼を貫きました。そのコレクションは、
鎌倉時代から室町時代までの古刀が多く、質実な強さをもつ直刃を基調とし
た刃文を好んだことがうかがえます。また、全国津々浦々の産地を網羅して
おり、研究熱心な姿勢が垣間見えます。
　本展では、村山が愛蔵した刀剣と、刀剣の外装である拵、拵を飾る刀装具
も併せて展示します。刀剣の変化に富む鉄のきらめき、拵の個性的で華やか
な装飾、刀装具の緻密で多彩なデザイン、それぞれの「美」を感じていただ
けると幸いです。
会期：1月6日㈯～3月17日㈰

■中之島香雪美術館
　〒530-0005 大阪市北区中之島3-2-4　☎06-6210-3766
　https://www.kosetsu-museum.or.jp/nakanoshima/

企画展「館蔵刀剣コレクション 刀と拵の美」

　戦国時代が終焉し、江戸時代という新しい時代の
幕開けと重なるように、日本刀も新たな始まりを迎え
ます。
　「新刀」は、安土桃山時代後期から江戸時代中期に作
られた日本刀を示しますが、この時期、伝統的な作刀
工程にさまざまな挑戦がなされました。室町時代以前の「古刀」とは異なる
素材、新しい鍛錬の技術、焼き入れ温度や焼刃土の配合の試みなど。また、「新
刀」は、時代や地域により「慶長新刀」「寛文新刀」「元禄新刀」「江戸新刀」

「大坂新刀」に分類されています。
　本展では、これら５分類に属する刀剣を一同に展示し、約400年前の転換
期における刀剣をご紹介します。
会期：12月1日㈮～2月29日㈭

■刀剣ワールド名古屋・丸の内
　〒460-0002 愛知県名古屋市中区丸の内2-1-33
　https://www.meihaku.jp/

新刀─江戸時代の始まりと刀剣
　本阿弥光悦（ほんあみこうえつ・1558～1637）は戦
乱の時代に生き、さまざまな造形に関わり、革新的で
傑出した品々を生み出しました。それらは後代の日本
文化に大きな影響を与えています。しかし光悦の世界は大宇宙（マクロコス
モス）のごとく深淵で、その全体像をたどることは容易ではありません。
　そこでこの展覧会では、光悦自身の手による書や作陶に現れた内面世界と、
同じ信仰の下に参集した工匠たちが関わった蒔絵など同時代の社会状況に応
答した造形とを結び付ける糸として、本阿弥家の信仰とともに、当時の法華
町衆の社会についても注目します。造形の世界の最新研究と信仰のあり様と
を照らし合わせることで、総合的に光悦を見通そうとするものです。
　「一生涯へつらい候事至てきらひの人」で「異風者」（『本阿弥行状記』）と
いわれた光悦が、篤い信仰の下、確固とした精神に裏打ちされた美意識に
よって作り上げた諸芸の優品の数々は、現代において私たちの目にどのよう
に映るのか。本展を通じて紹介します。
会期：1月16日㈫～3月10日㈰

■東京国立博物館
　〒110-8712 東京都台東区上野公園13-9　☎03-3822-1111
　https://www.tnm.jp/

特別展「本阿弥光悦の大宇宙」

会場によって休館日が異なります。事前に確認の上、お出かけください。
現下の状況で入場制限や、観覧するには予約を必要とする場合もありますので、
それぞれのホームページをご覧ください。
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　「
三
池
典
太
光
世
」
に
始
ま
る
三
池

派
の
刀
工
た
ち
が
活
躍
し
た
福
岡
県
大

牟
田
市
で
の
地
で
、
一
月
一
三
~
三
十

一
日
、「
か
た
な
た
び
︱
刀
と
め
ぐ
る

大
牟
田
︱
」
と
題
す
る
刀
剣
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
。

　
大
牟
田
市
公
式
観
光
サ
イ
ト
に
よ

る
と
、重
要
刀
剣
の「
脇
指
銘
光
世
」

に
加
え
、
二
〇
二
三
年
度
現
代
刀
職

展
で
薫
山
賞
を
受
賞
し
た
小
宮
國
天

刀
匠
を
は
じ
め
と
す
る
、
四
郎
國
光

一
門
の
作
品
な
ど
の
刀
剣
展
示
、
刀

匠
・
研
師
ら
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
、
刀
鍛
冶
公
開
鍛
錬
な
ど
が

行
わ
れ
、一
部
は
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
た
。

　
近
年
、
そ
の
地
に
ゆ
か
り
の
文
化
財

を
活
用
し
た
観
光
振
興
が
見
直
さ
れ
て

い
る
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
日
本
刀
を
中
心

に
据
え
た
意
欲
的
な
試
み
と
し
て
注
目

さ
れ
る
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
新
年
早
々
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
本
年
度
の
大
河

ド
ラ
マ
だ
。

　「
光
る
君
へ
」

　
い
わ
ず
と
知
れ
た
﹃
源
氏
物
語
﹄
の

作
者
、
紫
式
部
の
物
語
だ
。

　
私
は
、
高
校
一
年
の
こ
ろ
、
初
め
て

﹃
源
氏
物
語
﹄
を
読
み
、
未
だ
覚
め
ぬ

夢
の
中
に
い
る
。

　
そ
の
紫
式
部
の
生
涯
を
、
一
年
か
け

て
な
ぞ
る
の
だ
。
そ
れ
も
映
像
で
！

　
有
職
故
実
、
美
し
い
色
目
の
衣
裳
、

寝
殿
造
り
の
邸
宅
の
設
え
。
そ
し
て
、

藤
原
道
長
、
中
宮
彰
子
、
中
宮
定
子
、

藤
原
公
任
…
…
。

　
全
て
が
息
を
吹
き
込
ま
れ
、
生
き
生

き
と
動
く
の
だ
。
あ
ま
り
の
贅
沢
さ
に

た
め
息
が
出
る
。

　
少
々
、
浮
か
れ
気
味
で
筆
を
進
め
て

き
た
。
し
か
し
、
平
安
時
代
と
は
決
し

て
「
平
安
」
で
は
な
か
っ
た
。
天
変
地

異
が
多
く
、
貴
族
の
社
会
か
ら
一
歩
外

に
出
る
と
、
ま
さ
し
く
芥
川
龍
之
介
の

﹃
羅
生
門
﹄
の
よ
う
な
世
界
だ
っ
た
。

　
そ
の
世
紀
末
の
よ
う
な
世
界
は
、
現

代
も
似
た
よ
う
な
も
の
だ
。世
界
中
で
、

紛
争
や
不
穏
な
情
勢
が
あ
ふ
れ
返
っ
て

い
る
。あ
ち
ら
も
こ
ち
ら
も
羅
生
門
だ
。

　
そ
ん
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
平
安

絵
巻
の
中
で
夢
を
見
た
い
。
見
さ
せ
て

ほ
し
い
。

　
日
曜
の
夜
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

紫
式
部
様
へ
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石
井 

理
子

筆
者
は
奈
良
県
在
住

　「
そ
れ
で
は
皆
さ
ま
、
順
番
に
ご
焼

香
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
の
ご
住
職
の

言
葉
を
耳
に
し
て
、
私
は
あ
の
山
浦
環

先
生
の
前
に
い
る
の
だ
、と
実
感
し
た
。

　
令
和
五
年
十
一
月
十
四
日
、
第
七
十

六
回
清
麿
会
が
開
催
さ
れ
た
。
長
ら
く

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
り
法
要
の
み
の
形
で
執
り
行
わ
れ
て

い
た
が
、
今
年
よ
り
久
方
ぶ
り
に
鑑
賞

会
と
直
会
を
併
せ
て
の
開
催
と
な
っ

た
。

　
私
は
縁
あ
っ
て
今
年
初
め
て
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
た
め
か
、
畏
れ
多
く

も
﹃
刀
剣
界
﹄
へ
の
寄
稿
の
話
を
頂
き
、

筆
を
執
っ
た
次
第
で
あ
る
。

　
十
三
時
よ
り
参
考
刀
鑑
賞
、
十
四
時

よ
り
解
説
。
清
麿
一
門
を
主
と
す
る

数
々
の
名
刀
に
圧
倒
さ
れ
、
そ
の
足
跡

に
思
い
を
馳
せ
た
。

　
近
年
の
研
究
で
、
清
麿
と
長
州
藩
家

老
村
田
清
風
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
萩
に
お
い
て
山
浦
環
書
状
も
発
見

さ
れ
て
い
る
（﹃
刀
剣
美
術
﹄
第
６
５

４
号
）。
清
麿
は
江
戸
か
ら
逃
げ
出
し

た
の
で
は
な
く
、
萩
に
招
か
れ
た
の
で

は
な
い
か
。
そ
う
検
討
す
る
に
足
る
史

料
で
あ
る
こ
と
は
相
違
な
い
と
思
う
。

　
解
説
が
終
わ
る
と
写
真
撮
影
を
経
て

法
要
、
お
墓
参
り
と
続
い
た
。

　
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
法
要
が

始
ま
り
、
法
要
の
真
っ
た
だ
中
で
、
よ

う
や
く
冒
頭
の
感
想
を
抱
く
こ
と
と

な
っ
た
。
墓
前
に
は
色
と
り
ど
り
の
花

が
供
え
ら
れ
て
お
り
、
墓
石
の
後
ろ
に

は
新
し
い
卒
塔
婆
が
立
て
ら
れ
て
い

る
。

　
万
感
胸
に
迫
る
光
景
で
あ
っ
た
。
ご

住
職
の
後
ろ
で
、
墓
前
に
謹
ん
で
手
を

合
わ
せ
た
。
そ
の
後
の
直
会
で
も
清
麿

を
愛
し
た
先
達
の
話
を
伺
う
こ
と
が
で

き
た
。

　
花
岡
忠
男
先
生
の
著
書
に
よ
れ
ば
、

清
麿
は
夫
人
や
門
人
清
人
の
外
出
中
を

狙
い
、
短
刀
に
て
自
刃
し
て
い
る
。
ま

た
、
物
証
が
な
く
判
然
と
し
な
い
が
、

服
毒
し
て
い
た
、
と
も
さ
れ
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
終
息
ま
で
の
苦
悶
は
壮
絶

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
現

代
の
認
識
で
は
褒
め
ら
れ
た
こ

と
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

兄
真
雄
も
松
代
藩
の
試
刀
会
に

死
装
束
を
着
て
臨
ん
だ
と
い
う

の
だ
か
ら
、
当
時
の
武
士
の
価

値
観
を
想
え
ば
相
当
な
苦
悩
の

末
の
決
断
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　
こ
う
し
て
後
世
に
清
麿
を
偲

ぶ
会
が
連
綿
と
紡
が
れ
て
い
る

光
景
を
直
に
見
て
、「
こ
れ
だ

け
の
人
か
ら
慕
わ
れ
、
熱
心
に

供
養
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

山
浦
環
先
生
は
き
っ
と
穏
や
か

に
眠
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
」
と

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
清
麿
会
が
末
永
く
続
い

て
い
く
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し
、
そ
し

て
ま
た
そ
の
一
員
と
し
て
参
加
で
き
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
三
ッ
井
彩
花
）

　
秋
の
暖
か
な
日
差
し
に
包
ま
れ
た
十

一
月
十
四
日
は
「
江
戸
三
作
」
の
一
人

に
数
え
ら
れ
、
四
谷
正
宗
と
う
た
わ
れ

た
幕
末
の
名
工
・
山
浦
清
麿
の
命
日
に

当
た
り
、今
年
も
「
清
麿
会
」
が
四
谷
・

宗
福
寺
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
約
四
十

名
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
歴
史
あ
る
清
麿
会
は
七
十
六
回
を
数

え
、
近
年
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ

と
も
あ
り
法
要
の
み
が
執
り
行
わ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
は
供

養
と
と
も
に
四
年
ぶ
り
に
刀
剣
の

鑑
賞
会
と
そ
の
後
の
直な

お

会ら
い

も
開
か

れ
ま
し
た
。

　
久
し
ぶ
り
に
懐
か
し
い
方
や
遠

方
の
方
に
も
お
会
い
す
る
こ
と
が

か
な
い
ま
し
た
。
ま
た
初
め
て
ご

参
加
い
た
だ
く
方
も
多
く
、
そ
の

中
に
は
若
い
方
や
女
性
の
方
も
お

ら
れ
ま
し
た
。

　
展
示
作
品
は
山
浦
清
麿
が
六
振

（
大
小
一
腰
）
と
小
刀
一
振
、
一

門
の
栗
原
信
秀
が
六
振
、
斎
藤
清

人
が
三
振
な
ど
、
名
刀
ぞ
ろ
い
と

な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
よ
り
㈱
刀
剣
柴
田
の
柴

田
光
隆
様
よ
り
、
つ
る
ぎ
の
屋
の
冥
賀

亮
典
が
清
麿
会
会
主
を
引
き
継
が
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
柴
田
社
長
よ
り
昨
年
の
五
月
ご
ろ
、

数
年
ぶ
り
に
刀
剣
を
陳
列
し
て
の
清
麿

会
の
再
開
す
る
こ
と
を
機
会
に
世
代
交

代
を
し
た
い
と
い
う
お
話
を
い
た
だ

き
、
父
と
も
相
談
の
上
で
、
若
輩
で
は

あ
り
ま
す
が
お
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
少
し
私
事
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
と
、
私
が
初
め
て
清
麿
会
に
参

加
し
ま
し
た
の
は
二
十
五
年
ほ
ど
前

の
、
ま
だ
二
十
歳
ぐ
ら
い
の
大
学
生
の

こ
ろ
の
こ
と
で
、
先
代
の
柴
田
光
男
先

生
も
ご
健
在
で
し
た
。柴
田
光
男
先
生
・

光
隆
社
長
の
お
二
人
と
も
本
当
に
お
人

柄
が
穏
や
か
で
、
清
麿
会
の
和
や
か
な

雰
囲
気
に
は
お
二
人
の
お
人
柄
が
そ
の

ま
ま
反
映
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
た

も
の
で
し
た
。

　
参
加
さ
れ
る
皆
さ
ま
は
、
常
日
頃
は

お
忙
し
く
活
躍
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

も
の
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
一
年
の
う

ち
十
一
月
十
四
日
の
清
麿
会
の
日
は
、

そ
ん
な
日
常
を
忘
れ
、
名
工
を
偲
ん
で

名
刀
を
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
、
剣
友
同
士

で
大
い
に
親
交
を
深
め
、
心
穏
や
か
に

過
ご
せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
そ
ん

な
清
麿
会
を
続
け
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
未
熟
な
会
主
で
は
あ
り
ま
す
が
、
お

力
添
え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
ま
た
来
年
も
多
く
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
す
る
次
第

で
す
。

　
清
麿
を
は
じ
め
と
す
る
山
浦
一
門
ら

の
名
刀
を
鑑
賞
刀
と
し
て
ご
持
参
い
た

だ
い
た
皆
さ
ま
に
は
、
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
冥
賀
亮
典
）

初
め
て
臨
ん
だ
清
麿
会
に
て

76
回
を
迎
え
た
清
麿
会
の
開
催
に
当
た
っ
て

清
麿
会
イ
ベ
ン
ト
・
リ
ポ
ー
ト

清麿会に参集された皆さん

清麿の墓に詣でる

　天保６年（1835）５月５日、武
蔵国多摩郡石田村（現・東京都日
野市石田）に生まれた土方歳三は、
11歳で江戸に出て奉公を経験し、
その後、薬の行商のかたわらで天
然理心流を研鑽。この剣術を通じ
て、４代目宗家を継いだ近藤勇と
の出会いがありました。
　文久３年（1863）、将軍・徳川
家茂の上洛に際し、幕府が剣術心
得のある者を徴募したため、歳三
は近藤ら試衛館の同志とともに上京。その後、浪士組
を母体とする政治集団「新選組」を発足させ、洛中洛
外の警備に当たりました。特に有名なのは「池田屋事
件」に功績を挙げたことでしょう。
　明治元年（1868）の鳥羽・伏見の戦いでは、歳三は
怪我の近藤に代わって隊を指揮します。敗れて東帰し
た後は、幕府主戦派の一隊と合流。宇都宮・会津と転
戦し、仙台にて幕臣・榎本武揚と諮り、蝦夷へ渡り箱
館五稜郭に入城。ここで歳三は、蝦夷仮政権の陸軍奉
行並という重職に就き、新政府軍と壮絶な戦いを繰り
広げました。そして、明治２年（1869）５月11日、諸
兵隊を馬上で指揮している中、流れ弾に当たり、35年
の生涯に幕を閉じました。
　本展は、土方歳三資料館の所蔵品を中心にして、激
動の幕末維新期を駆け抜けた、新選組副長・土方歳三
の軌跡をご紹介するものです。また、この機会に合わ
せて、永青文庫所蔵の肥後熊本藩が記録した新選組に
まつわる古文書等を展示します。
会期：1月10日㈬～3月24日㈰

■熊本県立美術館
　〒860-0008 熊本市中央区二の丸2番　☎096-352-2111
　https://www.pref.kumamoto.jp/site/museum/

細川コレクション特別展
土方歳三資料館×肥後熊本藩

大
牟
田
市
で
郷
土
ゆ
か
り
の
刀
剣
催
事
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催 事 情 報

　正宗は、鎌倉時代末期に相模国鎌倉で活動した刀工で
す。正宗の作品として伝わる刀の多くには銘がありませ
ん。しかし、よく鍛えられた力強い地鉄に、湾れを主調
として、時に大きく乱れ、沸が強く付いた刃文が、正宗
の特徴として高く評価されています。それまでの日本刀
製作地といえば、山城国、大和国、備前国が知られていましたが、正宗は、こ
れらの産地とは一線を画す新たな作風、すなわち相州伝を完成させたのです。
　正宗の出現以後、相州伝は諸国に伝播し、各地の刀工に大きな影響を及ぼ
すこととなります。中でも、山城国の来国次と長谷部国重、美濃国の兼氏と
金重、越中国の江義弘と則重、石見国の直綱、備前国の兼光と長義、筑前国
の左文字の十人の作には、正宗からの影響を色濃く見て取れることから、彼
らを「正宗十哲」と総称するようになりました。十哲の刀工たちは、必ずし
も正宗と直接の師弟関係にはありませんが、鎌倉から遠く離れた地にも、正
宗の作風が影響を与え、さらに次の世代の刀工にも受け継がれていった点に、
この偉大なる刀匠が打ち立てた相州伝の真価を認めることができるでしょう。
　正宗をテーマとした展覧会はこれまでにも開催されてきましたが、十哲た
ちを特集する内容は今回が初めてです。本展では、相州鍛冶の先人たちから、
相州伝を確立した名刀匠正宗、そして正宗の作風を受け継いだ諸国の刀工へ
と続く、相州伝の系譜をたどります。
会期：1月6日㈯～2月11日㈰

■刀剣博物館
　〒130-0015 東京都墨田区横網1-12-9　☎03-6284-1000
　https://www.touken.or.jp/museum/

特別展「正宗十哲─名刀匠正宗とその弟子たち─」
　サムライは、江戸時代に生きた北斎にとって身近な
存在でした。本展では、源頼朝や徳川家康など名の知
れたサムライだけでなく、北斎と門人たちの目に映っ
た江戸市中に暮らす太平の世のサムライを描いた作品
も展示します。また、実際にあった戦いや物語の中の
戦う場面を描いた作品もご覧いただきます。江戸時代の人々が抱いていたサ
ムライのイメージに触れるとともに、北斎たちによるサムライの姿をご堪能
ください。さらに、刀や鑓といった戦いの道具を取り上げた作品も紹介し、
刀剣博物館所蔵の「太刀 銘 信房作」（重要文化財）なども展観します。刀
剣そのものと描かれた刀剣を見比べて、イメージを膨らませながら北斎の表
現力をお楽しみください。
会期：12月14日㈭～2月25日㈰

■すみだ北斎美術館
　〒130-0014 東京都墨田区亀沢2-7-2　☎03-6658-8936
　https://hokusai-museum.jp/

特別展「北斎サムライ画伝」

　松竹梅や鶴亀といったおめでたい文様をあしらった
美術工芸品は、古くから縁起を担ぐために正月やお祝
い事を演出してきました。
　本展では、当館の収蔵品から新春の訪れを彩る吉祥
文様や令和６年の干支である辰にちなんで、龍をモチー
フにした美術工芸品をご紹介します。併せて、土佐藩
の正月行事に関連する資料とともに、土佐藩主山内家
にゆかりのある重要文化財の刀剣４振（太刀 号 一国
兼光、太刀 号 今村兼光、太刀 銘 国時、太刀 銘 康光）
を展示します。
　なお、関連行事として展示する重要文化財の太刀４
振が立候補！　展示会場と当館特設ホームページで人気投票を開催します。
会期：1月1日 ～3月4日㈪

■高知城歴史博物館
　〒780-0842 高知市追手筋2-7-5　☎088-871-1600
　https://www.kochi-johaku.jp/

福をよぶ 城博コレクション～わきたつめでたきもの～

　幕末、外国船が日本近海に迫る中、水戸藩は反射炉
を建設し、海防のために鉄製大砲を造りました。この
事業は失敗も多く、さらに藩内の争いにより反射炉自
体が破壊されるなど、成功とは言えませんでした。し
かし、この事業を通じて、近代日本を担う人材が生ま
れたのです。
　この特別展では、大砲の図面、製鉄の現場を描いた絵巻、鉄の原材料など、
反射炉に関連する資料を紹介します。そこから、明治時代の近代産業の成立
をリードした水戸藩の歴史的役割を考えます。
会期：2月16日㈮～4月7日㈰

■茨城県立歴史館
　〒310-0034 茨城県水戸市緑町2-1-15　☎029-225-4425
　https://rekishikan-ibk.jp/

特別展「那珂湊反射炉─鉄と近代を創る─」

　多種多様な資料によって構成され、その数は10万点
を超えると言われる「毛利コレクション」。一大資料群
を形成した毛利総七郎は、明治期から昭和期にかけて、
在野の郷土史家や各地の骨董商らと交流を重ねながら、
さまざまなジャンルの資料を収集しました。このうち
江戸時代の資料については、石巻や仙台藩に関係する古文書・絵図のほか、
浮世絵、和漢書、刀装具や弓矢といった武具、狩猟具、灯火具・化粧道具・
化粧用具・矢立・根付・袋物といった生活資料などが豊富に残ります。
　今回の特集展では、令和３年の開館以降、「歴史」をテーマにした展示が
限られていること、開館後から古文書の整理にも少しずつ取り組んでいるこ
とから、「仙台藩の武士の世界」をテーマに構成してみました。調査整理の
成果を踏まえ、テーマに関連する江戸時代の古文書・絵図、モノ資料をピッ
クアップしています。
　これまで公に存在が知られていなかった、新出の伊達政宗書状や、中世の
石巻を治めた葛西晴信の黒印状から、戦国時代末期から仙台藩成立期の政治
史を振り返るとともに、歴代仙台藩主や重臣たちが発給した文書等から、国
元仙台と江戸の様子を紹介します。また、伊達家に嫁いだ姫君が所用したと
伝わる道具、仙台藩に関係する武具など、武士を取り巻く人々にも注目して
みました。
　今回の特集展を通して、仙台藩の武士の世界の一端を垣間見るとともに、
毛利コレクションの奥深さを再確認するきっかけになれば幸いです。
会期：11月18日㈯～3月10日㈰

■石巻市博物館
　〒986-0032 宮城県石巻市開成1-8　☎0225-98-4831
　https://makiart.jp/museum/

毛利コレクション特集展「仙台藩の武士の世界」

　香雪美術館には現在、約50振の刀剣が所蔵されてい
ます。コレクションの礎を築いた朝日新聞社創業者・
村山龍平（1850～1933）は、武士であった父の影響か
ら刀剣に強い関心を持ち、若くして収集を始めました。
その数は、多い時には800振にも上ったといいます。
　美術品を収集する際、時には識者のアドバイスを得た村山ですが、刀剣に
ついては他人に頼らず、自らの審美眼を貫きました。そのコレクションは、
鎌倉時代から室町時代までの古刀が多く、質実な強さをもつ直刃を基調とし
た刃文を好んだことがうかがえます。また、全国津々浦々の産地を網羅して
おり、研究熱心な姿勢が垣間見えます。
　本展では、村山が愛蔵した刀剣と、刀剣の外装である拵、拵を飾る刀装具
も併せて展示します。刀剣の変化に富む鉄のきらめき、拵の個性的で華やか
な装飾、刀装具の緻密で多彩なデザイン、それぞれの「美」を感じていただ
けると幸いです。
会期：1月6日㈯～3月17日㈰

■中之島香雪美術館
　〒530-0005 大阪市北区中之島3-2-4　☎06-6210-3766
　https://www.kosetsu-museum.or.jp/nakanoshima/

企画展「館蔵刀剣コレクション 刀と拵の美」

　戦国時代が終焉し、江戸時代という新しい時代の
幕開けと重なるように、日本刀も新たな始まりを迎え
ます。
　「新刀」は、安土桃山時代後期から江戸時代中期に作
られた日本刀を示しますが、この時期、伝統的な作刀
工程にさまざまな挑戦がなされました。室町時代以前の「古刀」とは異なる
素材、新しい鍛錬の技術、焼き入れ温度や焼刃土の配合の試みなど。また、「新
刀」は、時代や地域により「慶長新刀」「寛文新刀」「元禄新刀」「江戸新刀」

「大坂新刀」に分類されています。
　本展では、これら５分類に属する刀剣を一同に展示し、約400年前の転換
期における刀剣をご紹介します。
会期：12月1日㈮～2月29日㈭

■刀剣ワールド名古屋・丸の内
　〒460-0002 愛知県名古屋市中区丸の内2-1-33
　https://www.meihaku.jp/

新刀─江戸時代の始まりと刀剣
　本阿弥光悦（ほんあみこうえつ・1558～1637）は戦
乱の時代に生き、さまざまな造形に関わり、革新的で
傑出した品々を生み出しました。それらは後代の日本
文化に大きな影響を与えています。しかし光悦の世界は大宇宙（マクロコス
モス）のごとく深淵で、その全体像をたどることは容易ではありません。
　そこでこの展覧会では、光悦自身の手による書や作陶に現れた内面世界と、
同じ信仰の下に参集した工匠たちが関わった蒔絵など同時代の社会状況に応
答した造形とを結び付ける糸として、本阿弥家の信仰とともに、当時の法華
町衆の社会についても注目します。造形の世界の最新研究と信仰のあり様と
を照らし合わせることで、総合的に光悦を見通そうとするものです。
　「一生涯へつらい候事至てきらひの人」で「異風者」（『本阿弥行状記』）と
いわれた光悦が、篤い信仰の下、確固とした精神に裏打ちされた美意識に
よって作り上げた諸芸の優品の数々は、現代において私たちの目にどのよう
に映るのか。本展を通じて紹介します。
会期：1月16日㈫～3月10日㈰

■東京国立博物館
　〒110-8712 東京都台東区上野公園13-9　☎03-3822-1111
　https://www.tnm.jp/

特別展「本阿弥光悦の大宇宙」

会場によって休館日が異なります。事前に確認の上、お出かけください。
現下の状況で入場制限や、観覧するには予約を必要とする場合もありますので、
それぞれのホームページをご覧ください。
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